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【Abstract】 
This project, going by the name of Ubila, has worked on research and development across a broad 

range of technical areas, from ubiquitous networking to its emerging end-user applications. 
Context-aware and user-centric concepts are underlying the entire project. With this in mind, the 
goal of the project is to provide the most suitable service for each user, by the network control and 
management based on context information from networks and users. The project has conducted a 
wide variety of additional activities: site operation for field experiment and demonstration, video 
production for inspiration of future ubiquitous services and dedicated discussion for consistent 
ubiquitous network architecture. 

 
 

１ 研究体制 

○ 研究責任者 ○大橋 正良（株式会社 KDDI 研究所） 

尾家 祐二（九州工業大学） 

桐葉 佳明（日本電気株式会社） 
加藤 正文（富士通株式会社） 

森川 博之（東京大学） 
徳田 英幸（慶應義塾大学） 

○ 研究期間   平成 15 年度～平成 19 年度 

○ 研究予算   総額 4,485 百万円 

        （内訳） 

平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度

911 百万円 1,075 百万円 959 百万円 789 百万円 751 百万円 

 
 

２ 研究課題の目的および意義 

ネットワークがすみずみまで行き渡った社会（ユビキタスネットワーク社会）を実現するため、ユビキタ

スネットワークの実現に必要な技術の研究開発を総合的かつ集中的に実施して、ユビキタスネットワークを

支える要素技術を確立し、ユビキタスネットワーク社会の早期実現に資する。 
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これにより、e-Japan 重点計画に掲げる高度情報通信ネットワーク社会の基盤を確立するとともに、本分

野における国際的な技術開発競争において、我が国のイニシアチブを確保する。 

すべての機器が端末化する遍在的なネットワークを構築し、ネットワークがすみずみまで行き渡った社会

（ユビキタスネットワーク社会）を実現するため、本研究開発においては、ユーザの状況に応じて最適な通

信サービス環境を自在に提供するネットワーク技術の研究開発を実施する。 

 
 

３ 研究成果 

 
３．１ ネットワーク計測技術 

アクティブ計測とパッシブ計測を組み合わせて、100 万台のルータが協調し、直接は計測ができな

いネットワークの総合特性の常時協調計測・推定を行う技術の研究開発を実施する。 

本研究課題では、極めて多数の地点でパケット通過時刻やそのジッタ、通過フロー流量等の各種特

性を常時計測し、多量の計測データを収集・統合・解析し、そして、それらの間接的・部分的計測デー

タから各種特性を推定するために必要な、個別の計測・推定手法の基礎的技術と、スケーラビリティや

信頼性のための発展的技術との両方を、密接に連携しながら研究開発した。また、実インターネットを

使った実証実験、ユビキタスネットワークシンポジウムなどでの公開デモンストレーション等を実施し

た。特に、多数のパスに沿ったパケットロス率およびパケット遅延変動の計測から品質劣化原因箇所（区

間）を推定する手法に関しては、長期に渡る実インターネットにおける実験データによってその実用性

を検証した。 
 詳細な項目としては、まず、直接計測ができないネットワークの総合特性の常時計測・推定を行うた

めには、以下の要素技術が必要であり、具体的な例を挙げる。これらは九州工業大学が中心に研究開発

を進めた。 
(1) フローの通信品質の推定手法 

パスに沿った遅延変動の分布の推定において、結合分布上の少数のサンプル計測と周辺分布（各ルー

タでの各局所状態）の精密な計測を組み合わせ、各々単独で行う場合と比較して平均２乗誤差を半分

未満に低減できる推定手法を提案した。また、TSC レジスタを利用してマイクロ秒精度の片道遅延

変動を簡易に計測できるツールを開発した。 
(2) ネットワーク内部区間の特性・状態の推定手法 

ネットワーク・トモグラフィー手法を用いて、計測センサ間のパス品質計測に基づき品質劣化箇所を

効率的に推定する手法を開発した。さらに、パス上の指定部分区間のパケットロス率・パケット遅延

分散値を推定するツールを開発した。また、逆木構造のパスの共通区間内の最小物理帯域幅を擬似パ

ケットペアによって推定する手法を提案した。一方、品質劣化箇所推定のスケーラビリティの向上の

ために、計測パケットを送受信する代わりに実際に流れているユーザパケットを観測する形態での推

定へ拡張し、多数の TCP フローの推定レートの変化に基づいて共通の輻輳区間を推定する方法の目

処を付けた。 
(3) 大域的特性・状態の推定手法 

大域的なフローの把握に関して、複数の地点で、通過する流量を同時に計測し、その相関から複数地

点を縦断する個別フロー毎の流量の平均・分散を推定する手法の精度を実ネットワーク上での実験に

より検証した。また、通過するトラヒックに含まれる異なる通信先ホスト数の変化から異常トラヒッ
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クを検出する手法を提案・検証した。さらに、往復遅延や片道遅延の計測によってオーバレイ経路選

択をすることの効果を実データに基づいて示した。 
(4) それらを実現するための要素計測手法 

２地点間の片道パケット遅延計測に基づく時刻差の推定において、様々な長さの計測用パケットを用

いる手法により、マイクロ秒精度の時刻同期の目処を付けた。また、ランダムサンプリングに基づく

フロー長統計推定手法を提案し、実トラヒックを用いて有効性を示した。さらに、パケットフィルタ

における機械語レベルのソフトウェアパイプライン化による高速化を提案し、実験において従来のイ

ンタプリタやコンパイラ方式に比べ 2 倍以上の性能向上を達成した。 
次に、100 万台の計測センサが協調し常時計測を行うためには、以下の 3 つの手法に関して、大規模

化可能な手法を考案する必要があり、これらは KDDI 研究所が中心に研究開発を進めた。 
(5) ネットワーク全体を計測可能な計測相手の決定手法 

ネットワーク全体の計測に必要な計測パスを決定するためには、従来はネットワーク全体の構造を知

る必要があり、スケーラビリティに問題があった。これに対して、P2P ネットワークの各ピアがほ

ぼ等しい隣接ノードを持つという構造を利用し、計測センサ間で P2P ネットワークを構築すること

により、全体を知ることなく必要な計測パスを決定する手法を考案した。 
(6) 膨大な量の計算結果の管理手法 

100 万台規模の計測センサが計測した結果は膨大な量となり、1 ヶ所に集める事は現実的ではない。

これに対して、計測センサ間で P2P ネットワークを構築して計測結果を共有・管理する手法を考案

した。 
(7) アクティブ計測に起因するネットワーク負荷を軽減する手法 

100 万台規模の計測センサが計測をおこなった場合、その計測に必要なトラヒック量は無視できない。

これに対して、アクティブ計測で用いる試験パケットに P2P ネットワークの制御メッセージを重畳

させることによりネットワーク負荷を軽減する手法を新たに考案した。 
本課題の目標である 100 万台の計測センサが協調する常時計測技術は、上記要素技術の積み上げに

より実現された。特にスケーラビリティを担保するために、(2)の試験パケット数を抑えた推定手法、

(5)の自律分散的計測パス決定手法、さらに(7)の P2P 技術を用いたシステム化の要素技術が重要と考

えられる。また、これらの手法は、理論解析により計算機負荷・ネットワーク負荷共に計測センサ数

に対してログオーダーであること、1 万台規模のシミュレーションによりネットワーク全体の 95%以

上を計測可能であることを確認した。 

本課題の目標が確立したことにより、既存の計測技術では対応しきれない規模であった、国内全

体のアクセスネットワークを含めた各種特性が計測可能となる。これにより、ユーザのネットワ

ーク状態を現在より細かく知ることができ、さらに、この結果を元にネットワークの制御を行う

ことにより、安心・快適なユビキタスネットワークをユーザに提供することが可能となる。 
 
３．２ ネットワーク自己組織化技術 

ネットワークの自己組織化技術等を用いて、一つの機器あたり現在の 1/10 の設定項目で端末／ノ

ードをネットワークに接続可能とし、また、1 万台以上の機器を含むネットワークの再構成を実現し、

かつ一人の運用者あたり 10 万台の機器を構成・運用できる基盤技術を確立する。 

ネットワーク自己組織化技術の研究開発の一環として、家電コンセントの抜き差しと同様に、端末、

ノード、センサなどをネットワークに容易に追加したり削除したりすることを可能とするネットワーク
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サービス自動構成プロトコルとネットワークサービス自動管理プロトコルの研究開発を実施した。上記

数値目標を達成した背景には、以下２つの重要要素技術の開発がある。 
「集中一括型 IP ルータ自動構成プロトコル(Router Auto-configuration Protocol(RAP))」 
「管理ドメイン分割型大規模ネットワーク自動構成プロトコル」 

 
（１）ネットワークサービス自動構成プロトコル 

まず、主要な要素技術「集中一括型 IP ルータ自動構成プロトコル (RAP)」を開発した。これは、従来

は、運用者が IP ルータに直接手動により投入していた多数の設定項目を、管理サーバ(RAP サーバ)上に

集約し、一部の項目は自動生成しつつ、さらに RAP サーバが RAP 対応 IP ルータを自動構成する。これ

により、一つの機器あたり従来の１/10 の設定項目を RAP サーバに投入するのみで、IP ルータをネット

ワークに接続可能とした。その後、ネットワーク単位の自動構成プロトコルや高効率・高信頼自動構成

プロトコルの開発により、RAP の適用範囲は VPN(Virtual Private Network)ルータにも拡大した。 
更に、第二に重要な要素技術「管理ドメイン分割型大規模ネットワーク自動構成プロトコル」を開発

した。これは、複数のネットワークセグメントを単一の仮想ネットワークセグメントとして結合した

Virtual LAN (VLAN)環境を想定し、ホストの IP アドレス等を自動構成するサーバ(Dynamic Host 
Configuration Protocol (DHCP)サーバ)を高信頼化する。本プロトコルでは、まず VLAN 内に複数 DHCP
サーバを配置する。そして新たに導入したサーバ(Assignment Capacity Controller (ACC))が、ネットワ

ークセグメント間のリンク切断確率の高低と、各 DHCP サーバの IP アドレス割当数の現況とを考慮し

ながら、各 DHCP サーバが割当て可能な IP アドレス数を動的に自動調整する。これにより、ネットワ

ークセグメント間の切断によって IP アドレス等の自動構成が利用不可となる確率が低減され、1 万台～

20 万台のホストを含む大規模ネットワークにおいても高信頼なホスト再構成が実現されることを、計算

機シミュレーションによって確認した。 

     
（２）ネットワークサービス自動管理プロトコル 

センサを備えた数多くのノードで構成するネットワークにおいて、ノードを識別するための通信アド

レスの割当て、ノードの状態管理並びに小規模ネットワーク間でのネットワーク資源の分配等を行うサ

ービスを、ノードが自律的に協調することで自動管理可能とする新たなアーキテクチャを開発した。さ

らにネットワークの利用者の要求に基づくセンサのデータを収集可能とするため、複数のデータ収集経

路を同時に自動構成することで伝送途中でのデータ損失を回避し高信頼にデータ収集可能とする技術を

実現した。 

 
以上により、機器一台あたり従来の 1/10 の設定項目を管理サーバに設定することで機器の構成・運用

が可能となった。RAP の設定項目数は機器数ではなくネットワークセグメントの数に比例するため、ネ

ットワークセグメントが一つとなる VLAN 環境では、管理サーバ１台に 10 万台の機器を収容し、一人

の運用者が 10 万台の機器を構成・運用することも可能と言える。本研究開発では、管理ドメイン分割型

大規模ネットワーク自動構成プロトコルを開発し、機器 10 万台規模の大規模ネットワークにおける自動

構成・運用の高信頼化にも取り組み、その有効性を確認している。高信頼に大規模ネットワークの自動

構成を可能とする RAP の研究成果により、数少ない運用者で、また、低コストで、顧客のネットワーク

運用を代行するサービスが実現可能となる。 
なお、２つの重要要素技術「集中一括型 IP ルータ自動構成プロトコル RAP」と「管理ドメイン分割
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型大規模ネットワーク自動構成プロトコル」は、いずれも Dynamic Host Configuration Protocol (DHCP)
といった、現在広く使われている汎用のプロトコルを拡張して用いていることから、今後の研究や開発

に応用、再利用できる可能性も高い。 

 
３．３ ネットワークサービス制御技術 

端末数が 100 億個に増大し（現在 1 億端末と想定）、端末属性の種類数が 100 個（現在は 1 個と仮

定）に増大した場合でも、現在の 1 万倍の経路検索性能を実現することにより、現在と同等の検索性

能（1 億端末×属性 1 個＝1 億コンテキストに対し、1 秒程度）を実現することを目標とする。 

100 億個の端末から発生する大量のコンテキストを配信・処理・検索するため、高速なコンテキス

ト配信とコンテキスト処理・検索の実現の可能性を示した (図 1)。このような高速なコンテキスト配信

を実現する技術群を「ウ-1. データ流通サービス制御に関する研究」で、また、高速なコンテキスト処理・

検索を行う技術群を「ウ-2. アクセス系サービス自律制御に関する研究」で行ってきた。 

想定環境を表 1に示す。当初、1 億個の端末が 100 倍の 100 億個に増大する(表 1 #1。以下、表 

1の項番を参照)。また、当初、位置情報など、端末ひとつあたり１種類のコンテキストのみを発信

したが、1 端末が加速度や温度など 100 種類の属性を発信する(#2) 。そのため、発信されるコンテ

キスト量は 1 万倍(表 1 #4)になると想定した。ユビキタス時代には多数のコンテキストアウェアサ

ービスが勃興するため、一つのサービスに同時参加する端末の割合は 0.10% とする(#5)。このよう

な想定のもと、1 万倍のコンテキスト配信を可能にする研究と、大量のコンテキストを 1 秒程度で

検索する研究をおこなった。以下、両研究について、それぞれ示す。 

 
（１）データ流通サービス制御に関する研究 

コンテキスト配信に関しては、図 1の下部「開発技術：コンテキスト流通高速化と端末収容数拡大」

で示す。まず、100 万イベント/秒で発生するセンサーからの情報を、複合イベント処理技術 (Complex 
Event Processing: CEP) により複数処理ノードが並列に処理することが可能となった。処理されたセン

サーからのイベントは、CEPにより論理的意味を有するコンテキストに変換される。たとえば、複数個

所のRFIDリーダから同一IDを読み取ったイベントが時間を置いて発信されると、CEPにより、IDで示

された対象物の移動という論理的意味をもつコンテキストに変換される。ひとつのCEPでの処理は比較

的単純であり、4 万イベント/秒を達成、25 台並列にすることで、100 万イベント/秒を実現した(#4)。 
CEP により処理されたコンテキストは関連する仮想閉域ネットワーク(CUG) 、たとえば物流管理

CUG、に配信される。 
CUG は、多数の端末を収容する必要がある。しかし、端末属性加入時の情報通知が、端末数が増

えると二乗で増えるため、スケーラビリティに問題があった。そこで、DNS 検索時にオンデマンド

に加入時情報を通知するオンデマンド仮想ネットワーク仮想 NW 方式により、スケーラビリティを

30 倍向上した。また、仮想網上で L2/L3 に階層化することで、加入時情報通知のスケーラビリテ

ィを向上、両技術をあわせて、100 倍のスケーラビリティ、すなわち 1 千万端末の収容を可能にした

（＃６）。 
計 1 千万端末を収容する 100 個(#9) の CUG にコンテキストが配信されるとする。100 万コンテキ

スト/秒の配信を実現するためには、CUG 辺り 1 万コンテキスト/秒を実現する必要がある(#10)。そのた

め、コンテキスト流通パターンを分析し、適切な配信経路を決定するコンテキスト処理マルチキャ

スト技術で 10 倍のスループットを実現。それとともに、コンテキスト配信サーバ内の収集・分析・
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配信処理のスレッドを負荷に応じて最適化する高効率スレッド処理により、10 倍のスループット向

上を実現。両技術をあわせて、コンテキスト配信の 100 倍以上のスループット向上を果たした。こ

れにより、初年度 170 コンテキスト/秒であったが、2 万コンテキスト/秒で配信する技術を確立した。 
これらの大量のコンテキストを配信する物理ネットワーク技術として、図 1の最下部「640Gbps の

広帯域ネットワークによる大量のコンテキスト流通」で示すように、640Gbps の広帯域ギガビットイー

サネットを実現した。広帯域化するには複数のラインカードを並列に配置する必要があるが、複数のラ

インカードを制御するスイッチカードのスケジューラーがボトルネックになっていた。そこで、複数の

スケジュールが協調動作することで、ボトルネックを回避、40Gbps ラインカード 16 枚を２つのスケジ

ューラで制御することで、640Gbps を実現した。このような広帯域ネットワークを実現することで、コ

ンテキストの平均サイズ 80 バイトのコンテキストを 100 万コンテキスト/秒伝送させることを可能とし

た。 

 
（２）アクセス系サービス自律制御に関する研究 

100 万コンテキスト/秒を処理し、その結果格納したコンテキストを 1 秒以内で検索する技術に関して

は、図 1の上部「開発技術：サーバ・データ分散ＰＦ」で示す。100 万コンテキスト/秒(#12) を実現す

るには、サーバ処理、DB処理とも、100 万コンテキスト/秒で処理し、お互いにボトルネックにならない

ようにする必要がある。 
サーバに関しては、従来のロードバランサ装置による負荷分散では、ロードバランサ装置自体に、ス

ケーラビリティがなかった。また、従来の広域負荷分散技術では、サーバ台数が増えると多数のサー

バの負荷情報を集めることがボトルネックになった。そこで、ネットワーク的に近傍にあるサーバ

を自律的に探し出し、その間でローカルに負荷情報を交換することで、全体として負荷を均一化す

る自律的負荷分散技術を開発。本技術の特徴は、ローカルな負荷情報交換であっても、時間が経つ

と負荷が全体で一様になることを保証していることである。本技術により、サーバ台数が増えても

ボトルネック無しにスケールアウトすることを可能にした。これにより、特定箇所がボトルネックに

なることなくサーバスケールアウトが可能になり、1 万台のサーバを分散配置することで、100 万コンテ

キスト/秒の処理が可能であることを実証した。 

大量のコンテキストを配信・処理する上では、データボトルネックの回避が大きな課題であり、

これを解決するデータベースモジュールが重要な技術となる。すなわち、データを１箇所のストレ

ージに集中して格納すると、ストレージのアクセスがボトルネックになる。一方、データの格納箇

所を分散させると柔軟な検索が困難になる。たとえば、ある一定の値範囲の属性値を有するコンテ

キスト（例：流通経路で、貯蔵温度が 15℃を超えて貯蔵運搬という情報を有するコンテキスト）を

検索することを考える。様々なコンテキストが様々なストレージに分散配置されていると、データ

をかき集める必要があるため、効率的な検索が困難になる。そこで、分散ハッシュ技術で、データ

を分散したストレージに格納、ノード数 N に対して、O(log N) の検索時間を実現。それともに、範

囲検索等の高度な検索が容易になるよう、ハッシュ関数が作成するインデックスを拡張することで、

スケーラビリティを実現するとともに柔軟な検索を効率的に実現することに成功した。これにより、

端末数が 100 億個の場合(#1) であってもそのコンテキスト情報を 0.8 秒弱で検索できる可能性を確

認した。 
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640Gbps 640Gbps の広帯域ネットワークの広帯域ネットワークによる大量のコンテキスト流通による大量のコンテキスト流通

CUG: Closed User Group
CEP: Complex Event Processing
DHT: Distributed Ha sh Table

開発技術：コンテキスト流通高速化と端末収容数拡大開発技術：コンテキスト流通高速化と端末収容数拡大

CEPによる

大量ｲﾍﾞﾝﾄ

処理

開発技術開発技術：サーバ・データ分散ＰＦ：サーバ・データ分散ＰＦ

CUG

ｺﾝﾃｷｽﾄ流通PF

CUG CUG

ｽﾚｯﾄﾞ処理ﾘｿｰｽ割当機能により並列度向上、配信速度100倍以上を実現

APｻｰﾊﾞ
DB

APｻｰﾊﾞ
DB

APｻｰﾊﾞ
DB

APｻｰﾊﾞ
DB

APｻｰﾊﾞ
DB

ｺﾝﾃｷｽﾄ流通PF ｺﾝﾃｷｽﾄ流通PF

非LB型負荷分散である広域負荷

分散によりｽｹｰﾙｱｳﾄによる
スケーラビリティを実現

コンテキスト

L2/3ﾏﾙﾁﾚｲﾔ化により収容端末数 100倍

APｻｰﾊﾞ

DB

・・ｽﾚｯﾄﾞｽﾚｯﾄﾞ割当割当改善改善ととｺﾝﾃｺﾝﾃ
ｷｽﾄ配信ﾏﾙﾁｷｬｽﾄｷｽﾄ配信ﾏﾙﾁｷｬｽﾄにに
より、より、100100倍以上の倍以上の

22万ｺﾝﾃｷｽﾄ万ｺﾝﾃｷｽﾄ//秒秒を実現を実現
・・L2/3L2/3ﾏﾙﾁﾚｲﾔ化ﾏﾙﾁﾚｲﾔ化によによ
る階層化により、る階層化により、CUGCUG
の収容台数がの収容台数が100100倍の倍の
11千万台千万台に。に。
⇒両技術を融合し⇒両技術を融合し11万万
倍の性能向上を実現倍の性能向上を実現

初年度：ｺﾝﾃｷｽﾄ配信性能初年度：ｺﾝﾃｷｽﾄ配信性能

初年度：処理性能初年度：処理性能100100ﾄﾗﾝｻﾞﾄﾗﾝｻﾞ
ｸｼｮﾝｸｼｮﾝ/

170170ｺﾝﾃｷｽﾄｺﾝﾃｷｽﾄ//秒秒
課題課題：：・ｺﾝﾃｷｽﾄ経路制御・ｺﾝﾃｷｽﾄ経路制御
処理の処理の同期処理不整合同期処理不整合にに
よる処理性能劣化よる処理性能劣化

・ｺﾝﾃｷｽﾄを秘匿するための・ｺﾝﾃｷｽﾄを秘匿するための
CUGCUGの収容台数は、ﾉｰﾄﾞの収容台数は、ﾉｰﾄﾞ

参加離脱の参加離脱の
り、り、1010万端末万端末

が限界が限界

ｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞ処理ｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞ処理
性能限界性能限界によによ

/秒 広域負荷分散技術広域負荷分散技術と、と、

分散データ配置技術分散データ配置技術にに
より、ｻｰﾊﾞより、ｻｰﾊﾞ/DB/DBｽｹｰﾙｱｽｹｰﾙｱ
ｳﾄを実現。ｳﾄを実現。11万台で万台で、、

100100万万ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ//秒秒をを

実現可能性を実現可能性を確認確認

秒

課題課題：・：・ＤＢ

コンテキスト

ＤＢ分散化が困難分散化が困難なな
ためためDBDB台数増加による性能台数増加による性能
向上向上((ｽｹｰﾙｱｳﾄｽｹｰﾙｱｳﾄ))が困難が困難

・・

ｽｹｰﾙｱｳﾄにｹｰﾙｱｳﾄに
限界。限界。

分散型データ配置により
DBのｽｹｰﾙｱｳﾄを実現

ﾛｰﾄﾞﾊﾞﾗﾝｻﾛｰﾄﾞﾊﾞﾗﾝｻ(LB) (LB) にｽｹｰﾗにｽｹｰﾗ

ﾋﾞﾘﾃｨが欠如ﾋﾞﾘﾃｨが欠如、、ｽ

DHTによるｻｰﾁ

仮想L3ルータ 仮想L3ルータ

ｽﾚｯﾄﾞ

 
図 1 「ウ. ネットワークサービス制御技術」 

 
表 1 想定環境 

# 指標 研究初年度 2010 年度 

1  総端末数 100,000,000  10,000,000,000  

2  端末が発するコンテキスト属性の数 1  100  

4  総コンテキスト流通量 = 総コンテキスト発生量（個/秒) 100,000  1,000,000,000  

5  特定コンテキストサ

ービスにおいて 

サービスへの参加率 0.10% 0.10% 

6  同時サービス利用端末台数(台) 100,000  10,000,000  

7 コンテキスト流通頻度(秒) 1,000  1,000  

8 サービス内でのコンテキスト流通速度（個/秒) 100  1,000,000  

9  CUG 数 1  100  

10  CUG 内でのコンテキスト流通速度（個/秒) 100  10,000  

11 目標１： 

コンテキスト流通速度(個/秒)＝コンテキスト

流津経路制御 

100  1,000,000  

12  目標２： 

トランザクション性能(トランザクション/秒) 

100  1,000,000  

13  目標３： 

コンテキストの検索性能 

1 億端末で 

1 秒程度 

100 億端末で 1 秒

程度 
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３．４ ネットワーク経路制御技術 

 最繁時のエンドツーエンドでの通信において、異なるネットワークを移動する端末に対し、パケッ

ト損失率 0.1％以下、経路切替時間を含めたパケット転送遅延 100ms 以下、80％以上のネットワーク

資源の利用率を可能とする経路制御技術、QoS 保証技術を確立する。 

上記の到達目標に対して、エンドツーエンドでアプリケーションの通信品質(パケット損失率 0.1%以

下、パケット転送遅延 100ms 以下)を保証するために、コア網とアクセス網のそれぞれの特性を考慮した

制御方式を開発した。コア網に関しては、経路検索時にリンクの帯域や遅延値をリンクコストに反映す

ることで、アプリケーションの要求する通信品質を満たす経路探索技術および発見された経路上のリン

クに対して資源の予約・解放を制御・管理する資源確保技術を確立した。本技術により、資源が確保さ

れた通信に関してはパケットロスは発生せず、また転送遅延については使用率が 80%の条件では、伝播

遅延が支配的な要因となるため、国内での通信に関しては 20～30ms 程度に抑えられる。一方、アクセ

ス網に関しては、通信品質の劣化が発生しやすいのはアクセス網が移動網のケースであり、端末がアク

セスポイントや基地局間を移動した際のハンドオーバ発生時のパケットロスや処理遅延が品質低下の原

因となる。これを抑えるために、通信要求発生時にアクセス網の混雑度や電波状況、アプリケーション

の要求品質を考慮して最適なアクセス網を選択する通信媒体選択制御技術、ならびに端末移動時にアプ

リケーションが要求する遅延やパケットロス値に応じて最適なハンドオーバ方式を選択する、ハンドオ

ーバ方式選択制技術を確立した。本技術により、パケット損失率を 0.1%以下、転送遅延を 60ms 程度以

下に抑えられる。これらの技術の連携により、エンドツーエンドでのパケットレベルの通信品質に関し

ては、ネットワーク利用率を 80%に制御することで、パケット損失率 0.1%以下、パケット転送遅延 100ms
以下が達成できる。 
 上記のネットワーク利用率制御を集中的に実行する場合、大規模ネットワークを対象とする際には、

集中管理サーバが性能上のボトルネックとなる。そこで、拡張可能なネットワーク利用率制御方式の確

立を目指し、ネットワークを複数のドメインに分割してドメイン内ではオンデマンドでの経路制御と資

源確保を行い、ドメイン間では事前に資源確保を行い、制御処理の負荷を分散させるドメイン間連携制

御方式を確立した。本制御方式の有効性について、100 億台規模の端末を有する大規模網を想定した検

証を行った。その結果、高いネットワーク利用率（80%以上）の場合においても、高速で（数 10ms 程

度）にエンドツーエンドでのネットワーク利用率制御ができることを確認した。 

また、大規模ネットワークを対象とした到達目標の達成に加え、想定する将来のユビキタス社会では、

RFID、センサー、携帯電話などの端末だけではなく、その応用サービスやユーザの要求等も個別化が

進むと考えた。同時に、コネクションレス型・コネクションオリエンティド型など通信形態の多様

化も進み、ネットワークの複雑度が極端に増すため、前述したネットワーク利用率制御技術だけで

は利用者へ専門性を要求する点で利便性に限界が生じる。この複雑さの増加に対して、ネットワーク

制御技術単体で対処することには限界があるため、ネットワーク応用システムや利用者に関連する技術

との連携により目指した。具体的には、(1)ユーザの要求を取得し、システムが利用可能な数値に加工す

る感性情報処理技術、(2)取得したユーザ要求に基づき、動的に利用状況が変化するネットワーク資源／

計算機資源を割り当てる最適な資源割当技術、(3)資源割当に基づいて多様な利用形態を実現するネット

ワーク応用技術、および、(4)ユーザ品質を向上するための制御パラメータを利用したネットワーク経路

制御/QoS 保証技術、が連携し、様々なユーザ要求に対して適切な品質を提供するネットワーク制御シス

テムを構築した。さらに、構築したシステムを用いた実証実験により、複雑なネットワークに対しても

到達目標達成の可能性があることを示した。 
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さらに将来、様々なサービスがユビキタスネットワーク上で提供されるために必要な機能として、ア

プリケーション側から簡易に経路制御機能や QoS 制御機能を利用できるように、Web サービス技術を用

いたオンデマンド品質保証 API を開発した。 
以上の開発した技術群は、連携動作させることによりエンドツーエンドの通信サービスが実現できる

ため、ドミナントさ（貢献度）は均等であり、数値目標に対する支配項の選択は困難である。 
これらの成果により、必要最小限のネットワーク資源を用意することで、多数のエンドユーザに対し

て高品質なマルチメディアサービスを提供できる大規模なユビキタスネットワークを構築することが可

能になる。さらに、このようなネットワークの構築に伴い、多数のエンドユーザが参加し、高度な品質

保証を必要とする新たなサービスの創造が促進される。 
最後に、上述の大規模ネットワークのための経路制御技術、QoS 保証技術、、オンデマンド品質保証

API については、３つの実証実験スペースとそれらを相互接続する JGNⅡを活用して、多数回の実証実

験やデモンストレーションを行った。さらに、最終年度に実施されたユビキタスネットワークシンポジ

ウム 2007 においては、上記開発成果と、他の課題において研究開発されたネットワーク計測技術が連携

したシステムを、ユビキタスネットワークを支えるネットワーク基盤技術としてデモンストレーション

展示した。 

 

３．５ アクセスオープンプラットフォーム技術 

携帯電話と同等のサイズと同等の機能をベースとし、さらにユビキタス関連サービスに対応可能な

様々な機能を、自由に付加可能なオープンプラットフォーム端末のアーキテクチャを確立する。 
オープンプラットフォームの機能としては、プロセッサ処理速度 1GHz 以上、3 種類以上のネット

ワークインターフェイスを標準で保持、ネットワーク選択／接続時間 1 秒以下 等を当面の目標とし、

さらに機能要件を明確化していく。 

ユビキタスネットワーク環境で想定される多様のサービスシナリオをサポートするためのハードウ

ェアとして、「PAVENET モジュール」を開発した。PAVENET モジュールは、様々な機能を自由に付加

可能となっており、サービスシナリオに応じてセンサやアクチュエータなどを接続することで、デバイ

ス連携機構やユーザ姿勢推定機構などの多様なサービスが実現可能となった。また、PAVENET モジュ

ール上で動作するオペレーティングシステムとして開発した「PAVENET OS」では、省資源性や低消費

電力性を意識しつつもアプリケーションの開発のしやすさを重視しており、スレッドモデルを用いたプ

ログラムの書きやすさとハードリアルタイム処理のサポートが大きな特徴となっている。これらの特徴

は、高精度でのサンプリングが要求される地震モニタリングなど多様なサービスシナリオに対応する上

で欠かすことのできない特徴である。このような特徴を明らかにすることによって、オープンプラット

フォーム端末のアーキテクチャを確立することができた。 
携帯電話と同等のサイズでユーザの持ち運ぶことのできるオープンプラットフォーム端末として、微

弱無線通信、赤外線通信、RS-232C インタフェースという 3 つのネットワークインターフェイスを搭載

した近距離サービス発見モジュール「Buoy」を開発した。また、無線ネットワークの高速な切り替えに

向けた技術として、IEEE 802.11 無線 LAN において共有ビーコンチャンネルを用いた高速ハンドオフ技

術を開発した。 
さらに、実空間中に遍在させることを目的としたオープンプラットフォーム端末では、遍在させる実

空間の環境を強く意識した設計が必要不可欠であると考え、遍在させる環境に応じた多様なハードウェ

アモジュールの設計・開発を行った。部屋を構築する建材の表面をインテリジェント化することを目的
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とし、磁気センサとコイルを用いて位置・方向検出と通信を行うパネル型のスマートマテリアル

「MAGIC-Surfaces」、実空間に展開するハードウェアモジュールにおけるバッテリ交換コストの問題に

着目し、太陽電池のような発電素子と電気二重層キャパシタにより駆動されるメンテナンスフリーの無

線通信ノード「Solar Biscuit」の開発を行った。 
また、多様なオープンプラットフォーム端末から集められた情報を用いてサービスを提供する技術が

重要であると考え、ユーザや環境中に設置したセンサで取得した実空間情報から、ユーザの嗜好や習慣

を学習し、状況に応じたサービスを推薦することができるシステム「Synapse」や、センサやアクチュエ

ータを連携してコンテキストアウェアサービスを構築するためのフレームワーク「CASTANET」の開発

を行った。 
 

本技術に関する一連の研究開発を通じて、(1)携帯電話と同等のサイズと同等以上の機能を持つユビ

キタスモバイル装置、および(2)ノート型計算機と同等のサイズと同等以上の機能を持つユビキタスサー

ビス装置を、それぞれ複数構築した。また、(3)それらの装置を横断して連携させる uMiddle ミドルウエ

ア技術を構築し、各装置に導入した。 
ユビキタスサービス装置に関してはまず、2004 年度にu-Textureの研究開発を開始し、同年度に初期

成果を得た後に、以降の各年度で機能と性能の向上を図った。図 2は左から、第 1 世代uTexture、第 2
世代uTexture、およびそれを店舗における実証実験に応用したSmart Furnitureを示す。これらの

uTextureはすべてプロセッサ処理速度 1GHz以上を備えており、かつ 3 種類以上のネットワークインタ

フェース(赤外線、Bluetooth、および無線LAN)を備えることに成功した。第１世代uTextureでは、多種

多様な利用者端末からユビキタスネットワークへアクセスし、サービスを円滑に利用することが可能と

なった。第 2 世代uTextureでは、第１世代uTextureを改良し、複数のuTextureを近接させた際に動的に

ユビキタスネットワークを構築する近接ネットワーク機能の研究開発に成功し、かつそれらを 1 枚のボ

ード状に組み立てる際、表示部分間の隙間を約 50%減少させることに成功した。ユビキタスサービス装

置では次に、当初技術課題を超えた取り組みとして、公共空間を対象とした超大型アクセスオープン装

置Mo@iの研究開発を行った。同研究開発を通じて、オープンアクセス装置から利用者までの 

(左)4 台の第１世代 uTexture をパネル上に組み立てて１枚の画面としているところ。 

(中)4 台の第２世代 uTexture をパネル上に並べて１枚の画面としているところ。 

（右）SmartFurniture に商品を陳列しその商品のセンサ情報を監視しているところ。 

図 2 Smart Furniture 

 
    距離に応じて、光、電子タグ、およびディスプレイといった複数のメディアを通じて、サービス装置と 

利用者間の相互作用を実現する必要があることを知見として得た。さらに平成 18 年度以降、携帯電話や

PCといった既存のデバイスの形にとらわれないアクセスオープン装置として、布を用いた風呂敷型のユ

ビキタスサービス装置Smart Furoshiki(図 3左)の研究開発に取り組んだ。同装置は、RFIDを添付した
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日常物品や機器を載せたり、それらを包んだり、丸めたりすることにより、それらの物品や機器のRFID
タグに関連づけられたデジタル情報を取得することができる。すなわち、利用者は、物品を載せる、包

む、丸めるといった自然な動作で、物品のデジタル情報を取得できる。同研究開発を通じて、処理速度

やネットワーク接続性に加え、利用者の日常的な動作(載せる、包む等)により、デジタル情報の操作を実

現することの重要性を知見として得た。 

   
図 3 （左：Smart Furoshik、中央：@reader、右：uPhoto） 

    
ユビキタスモバイル装置に関してはまず、平成 17 年度から、@reader システムの研究開発を行った。

同システムは、電子タグ技術を応用し、タグ情報を携帯電話と同等以下の大きさの印鑑型デバイスで読

み取ることにより、タグが添付された事物に関する仮想空間上の情報を取得したり操作したりすること

ができるシステムである。利用者は、@reader をかざす、回す、押すといった動作によりデジタル情報

の操作や取得が可能である。また平成 17 年度より uPhoto システムの研究開発を行った。同システムは、

物品の写真を撮影することにより、その物品に関連づけられたデジタル情報をも写真画像に埋め込むこ

とができるシステムである。これを用いて、情報家電やネットワークロボットを写真に撮影して、それ

らの機器の操作画面を写真に埋め込み、写真を通して直感的に操作可能であることを示した。以上の研

究開発は、上述した Smart Furoshiki と同様に、利用者の日常的な動作(かざす、まわす、撮影する等)
に、デジタル情報の操作や取得を隠蔽して提示することが重要であることを示している。 

 
３．６ プロファイル流通／最適生成技術 

無線のような不安定な通信を介して、携帯デバイス内のプロファイルをアクセスする環境も考慮し

た上で、ユーザ一人あたり 100 の遍在ノードがグローバルに存在し、百億のプロファイルが流通する

ことを仮定した時に、3 秒以内で必要なプロファイルが確保可能となることを目標とする。 

通信ネットワークで結ばれた多数のプロファイルの最適な確保手段に関して、本課題を次の３つに分

類した技術を中心に、種々の考案・実装・検証を多面的に行った。 
a) プロファイルの生成・収集技術 
b) プロファイルのデータ管理技術 
c) プロファイルの流通技術  

目標は、これら取得されたプロファイルを所望のスケール/パフォーマンスで実現できることを示すこ

とであり、遍在する百億個レベルのプロファイル取得を効率化する方式をシミュレーションにより確認し

た。この目標を達成している要素技術としては、次の２つの方式が挙げられる。 
・最適なプロファイルインデキシング方式 
・プロファイル複製配置方式 

 

 

 15



 

（１）携帯電話装着型 RFID リーダによるプロファイル活用サービス提供基盤の設計・実装と検証 

携帯電話装着型 RFID リーダを利用して、ユーザ周辺のオブジェクトとネットワーク上にあるその関連

情報との連携を実現するサービス基盤を検討した。ユーザが立ち寄った場所や利用者の嗜好に合致した情

報をプッシュ配信するシステム、および、屋内空間に埋め込まれた RFID タグからその場所のプロファイ

ルを取得・表示するシステムを展示会で実演し、無線のような不安定な通信環境においても、携帯デバイ

ス内のプロファイルを簡単にサーバへ送信できる動作を検証した。 
 

（２）携帯デバイスで生成されたプロファイル情報の流通促進基盤の設計・実装と検証 

１）個人の活動履歴、嗜好等のプロファイル、モノ／環境等のプロファイルを体系立てて管理する検討

を進め、プロファイル記述様式を策定した。 
２）セマンティック Web 技術を応用し、当該プロファイルを収集／管理するデータベース（DB）を設

計した。本成果をもとに、他研究機関（NEC、富士通）と連携して、「嗜好に応じた情報提示サービス」、

「ファッションコーディネートサービス」を試作、展示会で実演した。また、収集したプロファイルを効

果的に可視化する「ライフログシステム」を試作した。本システムは、RFID、二次元コード、GPS 情報

などの（多数の遍在ノードから得られる）プロファイルの活用基盤である。 
３）プロファイルを利活用する際のプライバシ保護を考案し、アクセス要求時にユーザごとのポリシに

従って開示可否を判断するデータアクセス制御方式を上記の試作に盛り込み、有効性の検証を行った。 
４）SNS（Social networking service）で交換されている情報の分析からプロファイルを抽出する方式、

携帯電話で格納したプロファイル同士の相関から利用者同士の相関を算出する方式を考案し、実データか

ら抽出されるプロファイルの有効性を検証した。 
５）電話着信、メール着信やブログ更新情報も広義のプロファイルとして捉え、プロファイルを集約・

統合して閲覧可能とするシステムを試作した。また、周辺に存在する多数のセンサから取得したユーザの

行動を共有し周辺のデバイスを操作可能にすることで、位置的に離れたユーザの体験を簡便に共有する方

式を考案、他研究機関（東京大学）と実証システムを試作、展示会で実演した。 

 

（３）プロファイル流通／最適生成基盤の実利用に向けたトライアル 

１）SNS と連携したライフログシステムと実証：「ケータイ de ライフログ」 
市販の携帯電話端末で実現可能な機能に絞りこみ、ライフログシステムと SNS とを連携させた「ケータ

イ de ライフログ」システムを開発し、一般ユーザが日本全国で利用できる実証実験を通じてネットワー

ク間の相互流通性確保、プロファイル流通の検証を行った。 
２） ライフログシステムの農作業管理システムへの適用と実証 

GPS 情報、作業内容、RFID・バーコードから読み取った農薬種別等を活用して簡単な携帯電話の操作

だけで農作業管理が可能となるシステム、および、既登録情報を再利用して生産者が簡便に情報を公開可

能とするシステムを試作し、実証実験を通してユーザの利便性を検証した。 
３） ライフログシステムと POS 情報を組み合わせたマーケティング分析への応用 
ライフログの利活用として、POS 情報と組み合わせたマーケティング分析手法を検証し、ユーザの行動特

性と合わせた従来とは異なる効果が期待できることが分かった。 
 

（４）プロファイル流通方式の考案とシミュレーションによる検証 

将来の携帯電話網では常時接続が可能となり携帯デバイス内にプロファイルが格納され、携帯電話が
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P2P で接続されている環境を想定し、目的のプロファイルの取得・交換を短時間で検索可能とするインデ

キシング方式と複製配置方式を考案し、シミュレーションを実施した。個人プロファイルの多くが実空間

での知人関係に起因しやすく、スケールフリー構造をとりやすい点に着目し、サーバ処理遅延とネットワ

ーク伝送遅延を考慮外として、1 億人のユーザが一人あたり 100 個のプロファイルを収集するモデルを前

提とした。ユーザ一人あたり 2000 の遍在ノードを設定、各ノードが数十種類のプロファイルを公開する

状況で、目的とするプロファイルの収集時間をシミュレーションにより検証し、約 1.5 ホップで目的のノ

ードを特定できることを確認した。これは実時間換算で、3 秒以内で必要なプロファイルが確保可能であ

ることを示している。 

 
３．７ 適応的サービス制御技術 

ネットワーク接続される端末数（アプライアンスを含む）が 100 億台の場合にもストレスなく各ユ

ーザにサービス提供ができること。端末、アプライアンス群のネットワークへの登録・認証及びコン

テキスト情報に応じたユーザプロファイルの配布処理性能がユーザ/端末/アプライアンスの移動時を

含めて既存の１ユーザ１端末の認証及びプロファイル配信時の性能と同等以上であること。サービス

内容に依存するものの、数秒以内でこれらの処理を完結させること。 

   上記目標に対し、端末等のネットワークへの登録・認証及びユーザプロファイルの高速配布を実現

するために、コア部分となるコンテキスト流通プラットフォームと、このプラットフォームに対してコ

ンテキストを収集するコンテキスト情報収集端末ネットワークとに分け、それぞれの処理目標値を、0.5
秒、1.5 秒（合計 2 秒以内）と設定し、以下の技術開発を行った。その結果、端末数 100 億台規模のネッ

トワークにおいても開発技術の並列動作により数秒以内でサービスを提供できることが確認できた。 

 
（１）コンテキスト流通プラットフォーム 
  コンテキストを、発生元から利用するアプリケーションサービスへリアルタイムに伝達する PUSH
型コンテキスト配信サービスのためのコンテキストフィルタリング技術を確立した。これは、コンテキ

ストの配信先を決定した後直接送信に切り換えることで高速なコンテキスト伝達を可能とするリダイレ

クション方式と、コンテキストの流通をグローバルなものと企業内などのローカルなものに分散・階層

化することにより大規模化を可能とするコンテキスト管理ドメイン構成を特徴とする。これにより、0.5
秒以内でコンテキストを配信先に届けることを実現した。なお、100 億台の端末を想定した大規模シス

テムには、このコンテキストフィルタリング技術を並列動作させることで対応可能となる。 
さらに、アプリケーション側からコンテキストにアクセスする PULL 型サービスのためのコンテキ

スト同期制御技術を確立した。これは、同一コンテキストへの同時アクセスによるレスポンス低下を防

止することを目的とし、キャッシュ技術を発展させることで、コンテキストを分散して保存蓄積し、ア

プリケーションからのアクセス要求を集約することにより、コンテキストへの効率的なアクセスを実現

した。これにより、10 万オーダ規模のキャッシュサーバを用意することで、1000 万回／秒の同一コンテ

キストへのアクセスが可能となる。 

 
（２）コンテキスト情報収集端末ネットワーク 
  コンテキストを集めプラットフォームに向けて送信するコンテキスト情報収集端末ネットワークに

ついては、センサ情報からコンテキストを抽出するコンテキスト抽出技術を確立した。また、大規模化

対応のための分散処理機能と、導入・保守の容易化のためのアドホック通信機能を導入・拡張すること
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により、大規模環境で 1.5 秒以内でのコンテキスト処理が可能となる。 
  上記のコンテキストフィルタリング技術、コンテキスト抽出技術を実装した総合評価システムを構

築し、川崎－福岡を往復する広域ネットワークを用いて評価した結果、リアルタイム性の高いコンテキ

ストは目標時間（２秒）内に処理できることを確認した。また、コンテキストフィルタリングシステム

における優先度制御機能を開発し、リアルタイム性の低い PULL 型要求の処理負荷が加わっても、リア

ルタイム性の高いコンテキストはその影響を受けないことを確認した。 
  さらに、適応的サービス制御技術として、必要不可欠となるプライバシー保護のために、一時的に

生成された文字列をユーザ ID としてコンテキストを流通させることにより、コンテキストが漏洩した場

合でも各事業者によって同一個人に関するものが関連づけられることを不可能とする方式を開発した。

これにより、ユビキタス環境においてセキュリティ強度を高めることが可能となる。 
  本目標の達成により、大規模ユビキタスネットワーク環境において、各種センサやタグリーダなど

から得られる大量のコンテキストを、サービス利用者数に依存せず／サービス利用者にほぼ待ち時間を

意識させずに流通させるプラットフォームが実現できる。さらに、これを利用して、豊かで安心できる

社会を築くための新しいサービスの創出が促進される。 
  標準化活動については、コンテキストアウェアネスのコンセプトの普及を目的に、NGN の標準化を

進めている ITU-T へ３社（富士通、KDDI、NEC）共同で提案した。具体的には、本プロジェクトで検

討してきたコンテキスト流通における要件を寄書としてまとめ、代表して ITU-T NGN-GSI 会合（2007
年 9 月）、ITU-T SG13 第 7 回全体会合（2008 年 1 月）会議に出席し、NGN リリース２の要件を規定し

ている勧告ドラフトに盛り込んだ。 
研究開発マネジメント上の工夫としては、試作開発で得た定量的データとシミュレーションシステ

ムとを組み合わせることにより、大規模環境での技術有効性の検証を効率的に行うことができた。さら

に、ソフトウェア外注の活用により、試作フェーズと並行して机上評価を先行させたことにより、シス

テム全体の評価期間の短縮、効率化を可能とした。 
研究推進に際し、ユビキタスネットワーク制御・管理技術を受託する機関での合同研修・セミナー

や学会発表等、本分野における専門家や地域の産官学との意見交換の場を活用し、評価を効率的に進め

ていくための手法の一助とした。 

 

３．８ その他の研究実績 

（１）研究開発マネジメント 

本研究開発では研究開発を円滑に進めるため、運営委員会、技術委員会、ワークショップを定期的に開催

した。運営委員会は、年に 1 回開催し、年度方針の決定等を行った。技術委員会は、15 回開催し、各研究機

関の報告や意見交換、外部の専門家の招聘などを行った。また、技術委員会と併催でワークショップ形式で

の研究発表を 8 回実施し、各研究機関同士で情報共有を行い技術レベルの向上と技術連携に貢献した。 

 
（２）実証実験スペースの構築と運用 

技術連携を行う環境として、秋葉原、有楽町、北九州の 3 ヶ所に実証実験スペースを構築した。それぞれ

の実証実験スペースは超高速テストベッドネットワークである JGN II で結ばれており、研究者が集まって

共同研究を行うとともに、他の研究開発プロジェクトとの連携、意見交換の場としても有効に活用した。主

な連携先として、総務省委託研究開発プロジェクトである、「ユビキタスネットワーク認証・エージェント

技術(通称、UAA: Ubiquitous Authentication and Agent)」、「ユビキタスセンサーネットワーク技術に関
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する研究開発」、「ネットワーク・ヒューマン・インターフェースの総合的な研究開発 (ネットワークロボ

ット技術)」や、また、ユビキタスネットワーキングフォーラムのセンサネットワーク部会などがある。また、

本研究開発の成果を広く一般に公開し、国内外から多くの見学者が訪れ、貴重なご意見をいただくことによ

り大いにフィードバックに役立てた。 
秋葉原ユビキタス実証実験スペースは可動式の柱・パーティションを採用したスマート空間であり、実験

やデモのシナリオに応じて空間を自由に分割できることが特徴である。本スペースではこの特徴を活かし、

オープンハードウェアモジュールの開発や実空間モデル構築技術などの研究開発を行い、スマート空間の有

用性を検証した。また、本スペースにおいて本研究開発の一般公開を 14 回行い、のべ約 600 人の来場者が

あった。 
有楽町実証実験スペース(uPlatea)は、生活空間や家具との調和を考慮したユビキタス空間であり、コンピ

ュータ、センサ、ネットワークなどをなるべく人に意識させない点が特徴である。本スペースでは、自己構

造を認識し自由な組み換えを可能にした知的家具部材である uTexture を活用した、有用なアプリケーショ

ンを各種提供した。本研究開発の一般公開は 10 回行い、のべ約 500 人の来場者があった。 
北九州実証実験スペースでは、JGN II に加えて SINET(学術情報ネットワーク)と商用 ISP の 3 つのネッ

トワークと接続することで、複数の異なるネットワークに同時に接続できる環境を構築した。これら広域ネ

ットワーク間のハブとしての特徴を活かして、ネットワーク自己組織化、広域分散処理、広域ネットワーク

品質管理、大規模網における end-to-end QoS 提供のためのドメイン間連携制御技術およびオンデマンド品質

保証技術、ユーザコンテキストに基づくネットワーク制御技術等の実証実験やデモンストレーションを実施

した。 

 
（３）ユビキタスネットワーク社会の将来イメージ -ビデオ制作- 

ユビキタス社会の本来のインビジブルで自然な未来生活を一般の人にも伝えるために、本プロジェクトに

参加する研究者が中心となって、2003 年にユビキタス情報研究会ビデオ制作 WG を組織し、2 本のビデオを

制作した。1 つは 2003 年に制作した「Small Stories in 2008」であり、オムニバス構成による 3 本のショー

トストーリーから構成されている。本映像では「位置情報や個人情報交換を支援する都市情報通信インフラ

の充実」、「教育施設をハブにしたコミュニティ形成支援技術」および「移動空間における情報通信リソー

スおよびサービス範囲の拡大」の三つの柱が活かされている。もう 1 つは 2006 年に制作した「アウラ」で

あり、進行中の研究成果をふまえて、2015 年における技術と社会の関わり方を問う未来シナリオとした。「ア

ウラ」では「個人の能力・技能の向上」および「コミュニティの活性」「社会福利の向上」といったシナリ

オを通じて、高度な経済活動支援やコミュニティ形成支援ツールのある生活を提案しながらも、一方で、デ

バイスやセンサが遍在するユビキタスセンサネットワーク社会において、「センサデータ」の所有者はいっ

たい誰なのか、どういった新技術の運用がなされるべきか、という議論への期待を込め、映像を制作した。 
この 2 つのビデオを制作する過程においては、博報堂フォーサイトが開発した未来シナリオの創造支援プ

ロセスを活用することにより、研究者間での問題意識や技術課題の共有、そして意思決定の規範となる共通

のメンタルモデルの形成が行われ、本研究開発においても重要な役割を果たしたといえる。さらに、「Small 
Stories in 2008」と「アウラ」は、本プロジェクトの Web サイトで公開した他、2006 年 11 月 26 日放送の

BS 朝日「be on TV」で紹介され、多くの注目を受けた。また、学会イベントや中学校、高校の講演会での

利用、企業の研修素材としても活用され高い評価を受けている。 
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（４）ユビキタスネットワークアーキテクチャの検討と標準化提案 

本プロジェクトの目的は、コンテキストを軸にユビキタスネットワーク内の多くの機能が連携し、どこに

いてもユーザに最適なサービスを提供するための統合技術を開発することにある。この一環として、共通的

なユビキタスネットワークアーキテクチャ(以下アーキテクチャと称す)の検討を行った。まず鍵となるコンテ

キストについて「any information used by context-aware services」、すなわちサービスに直接入力される

データだけでなく、サービスに関わるすべての情報 (any information) がコンテキストであると考え、その

上でコンテキストを「一次コンテキスト」(センサやネットワークモニタなど外部環境から取得したデータや

人間が直接入力したデータを、コンピュータシステムで扱える形式に変換したデータ)と「二次コンテキスト」

(一次コンテキストを変換し、アプリケーションごとの用途に応じて意味づけしたデータ)に分類定義した。次

に、ユビキタスネットワーキングフォーラム(UNF)が 2005 年に行ったアーキテクチャ検討を参考として、本

プロジェクトの成果であるコンテキストの取得や利活用に関する詳細化を図り、全体フレームワークを定義

した。用語面では NGN（Next Generation Network）との整合性をとっている。 
上記検討結果を 2007 年 9 月および 2008 年 1 月の ITU-T SG13 の会合で標準化提案を行った。その結果、

NGN リリース 2 の提供機能を記述する勧告草案「NGN リリース 2 要求条件文書」に、コンテキストの定義

と要求条件が記載された。なお、本勧告草案は、2008 年 9 月に正式勧告として承認される予定である。 
 

（５）内外への普及とコラボレーション活動 

本プロジェクトでは、プロジェクト横断の成果報告および成果展示としてユビキタスネットワークシンポ

ジウム UNS を 2004 年から 2007 年度まで毎年開催した。各回の開催日時、場所、参加人数は次の通りであ

る。 
・UNS2004 11/29-30 台場 TIME24  約 500 名 
・UNS2005 11/28-29 京都国際会館  約 300 名 
・UNS2006 10/03-07 幕張メッセ  約 3,000 名 
・UNS2007 11/29-30 秋葉原ダイビル・UDX 約 800 名 

さらに本プロジェクトでは、学術会議や国際展示会等での研究成果発表を通じ、その活動内容を積極的に

内外へアピールした。特に、ネットワーク機器、家電機器における最大規模の展示会である Interop2005、
2006、CEATEC2006（UNS2006 を併設開催）では、本プロジェクト自身で大きな展示スペースを展開し、

大きな話題を呼んだ。 
さらに本プロジェクトは、学術会議や国際展示会の運営にも積極的に関わってきた。本プロジェクトメン

バが中心となって誘致・開催した国際会議の代表的なものとしては、2005 年に東京・三田で初開催となった 
International Conference on Ubiquitous Computing（UbiComp2005）、2003 年にスタートした IPSJ/IEICE 
International Conference on Ubiquitous Computing Systems（UCS）、韓国 Ubiquitous IT Korea Forum 
との共催シンポジウム Korea-Japan Joint Symposium on Ubiquitous IT System（KJUS）等がある。特に、

UbiComp は、1999 年に International Symposium on Handheld and Ubiquitous Computing (HUC 99)と
して発足(2001 年に UbiComp と改称)し、以降、ユビキタスコンピューティングの分野の国際会議として、

最大規模かつ歴史をもつ権威ある会議である。UbiComp2005 では本プロジェクトメンバを中心に現地実行

委員会を組織、積極的なプロモート活動を展開した。結果、625 名という過去最多の参加者を集め、過去最

大の会議となり、活発な議論等が行われた。本プロジェクト内からも多数のデモ発表等があり、テクニカル

セッションでの採録論文と併せて、本プロジェクトのプレゼンスを大きく向上させることができた。 
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４ 研究成果の更なる展開に向けて 

 

４．１ ネットワーク計測技術 

ネットワーク計測技術について、いくつかの計測システムは、実用化に向けて現在、商用網での試験導入

を行っている。今後、研究成果の展開を図るためには、商用に耐え得るだけの信頼性の向上が必要であると

考えられる。さらに、近年増加している無線 LAN や携帯電話・WiMAX 等の無線系は、伝送遅延時間やその

「ぶれ」が大きく、どのようにネットワークの障害箇所や品質などの特性を推定していくかについては、新

たな研究開発課題として検討していく必要がある。また、ネットワーク制御技術との連携により得られた知

見から、計測と制御とを連携させる必要性が明らかになり、制御との連携の汎用的なフレームワークについ

ても新たな研究開発課題として取り組む必要がある。 
P2P を用いた大規模計測システムに関しては、P2P 技術の有用な実用例として評価が高いことから、ネッ

トワーク計測技術の展開のみならず、今後の P2P 技術の展開に関しても大きな効果をもたらしたといえる。 

 
４．２ ネットワーク自己組織化技術 

・今後の研究成果の展開 

各ベンダの市販 IP ルータの RAP 対応化を進める。RAP サーバと RAP 対応 IP ルータをツールとして利

活用し、ネットワーク運用受託の事業を推進する。また、センサネットワークの自動管理技術は、今後、携

帯電話とその周辺センサからなる小規模なネットワークを活用した新たなサービスの基礎技術として利用し、

サービスの要求条件を踏まえた応用を進めていく予定である。 
・予測される波及効果 

RAP の研究成果を幅広いベンダに展開することにより、数少ない運用者で、また、低コストで、顧客のネ

ットワーク運用を代行するサービスが実現可能となる。専任運用者の手薄な多くの企業顧客にとって、今後

益々大規模・複雑化するネットワークの運用を低コストで外部に委託できるサービスは魅力的であり、ビジ

ネス機会の拡大につながる。また、センサネットワークの自動管理技術により、センサデータを活用した消

費者向け生活支援サービス等が容易に実現可能となる。 

 

４．３ ネットワークサービス制御技術 

本研究成果の実用化を検討・推進している。たとえば、ユビキタスネットワーク上に多数の機器を管理す

るために開発した高速ポリシーエンジンについては、キャリア向け障害分析ポリシーを実行する実行基盤と

して活用していく。キャリアネットワークにおいては、多数のネットワーク機器が存在するために、高速な

分析処理が必要となる。本研究で培った高速化技術により、キャリアでの一地域内（例えば、九州地区など）

の特定機器に関して、障害分析を行い得る目処が立った。このような技術の波及効果として、団塊の世代の

退職などで運用管理ノウハウ伝承をポリシーとして明示化することで、団塊世代の大量退職問題に対応、事

業の継承が可能になる。また、その他の実用化推進の例として、ユビキタスネットワークでの守秘性を高め

るために開発した、端末間(P2P) で仮想閉域ネットワーク  (Closed User Group: CUG) を構築する 
P2P-CUG 技術に関しては、企業向け VPN ソリューションの製品プロトタイプ開発、各種展示会で社外ア

ピールを行っている。このように情報漏えいの無い安全な仮想ネットワークを張りめぐらすことにより、ユ

ビキタスネットワークに対する信頼性が高まり、当該ネットワークの利活用の促進に大きく寄与することが

期待される。 
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４．４ ネットワーク経路制御技術 

 本プロジェクトにおいて開発した大規模ネットワーク制御のための経路制御・QoS 保証技術に関して、

NGN 用網管理システムへの適用に向け、製品開発担当との議論を通し、実システムとしての技術要件を抽出

し、その具体化を進めていく。 
 さらに、本プロジェクトで深化した大規模複雑なユビキタスネットワークのための制御技術を、今後行う

研究開発において、次の３つの方向性で発展させ、新世代ネットワークの実現に寄与する：(1) 有線・無線

ネットワーキング技術の連携協調による劣通信環境での通信制御の確立、(2) ネットワーキング技術とネッ

トワーク内で柔軟な情報処理を行うミドルウェアの連携協調による通信効率の向上、(3) ネットワークとユ

ーザ間の対話機能の実現とそれによる持続的発展性の獲得。 
 このような制御技術を適用したネットワークがサービスプラットフォームを支えることにより、新たなユ

ビキタスサービスの登場を促進し、より安心で信頼性の高いユビキタスネット社会の礎となる。 

 
４．５ アクセスオープンプラットフォーム技術 

PAVENET モジュールを用いた地震モニタリングシステムの研究を継続し、実際の地震を観測し、地震工

学的に活用することが可能となる、高密度に高精度で計測した地震時の加速度データを取得する。また、

PAVENET OS や時刻同期技術は、地震モニタリングだけでなく高精度サンプリングが必要な他の科学的用

途にも適用可能であり、計測器の無線化や設置コストの削減を可能にするという点でインパクトは大きいと

考えている。 
リソース連携フレームワーク CASTANET のプログラムを公開したことにより、実空間のセンサの情報を

Web 上の各種サービスを用いて処理したり、さらにその結果を利用して実空間のアクチュエータを制御した

りするなど、ユビキタスネットワーク技術といわゆる Web2.0 技術とを自在に連携させるマッシュアップ型

のアプリケーションの展開が期待される。 

 
４．６ プロファイル流通／最適生成技術 

本研究開発の成果として開発したケータイ de ライフログのフィールドトライアルを継続して事業性の検

討を進めるとともに、今後はセマンティック Web 関連技術をより発展させた高度なデータベース処理技術の

開発に取り組む。また、携帯電話に様々なセンサー類が搭載されたり、携帯電話と他のデバイスとの連携が

進んだりすることで、より豊富な実空間プロファイルの活用等、利用者にとってより充実なサービスを提供

できることが期待される。 
これら携帯電話で取得した実空間プロファイルは、SNS 分析技術や実空間拡張型プレゼンス技術の各要素

技術を活用して、利用者にとってはコミュニケーション促進を、企業にとってはマーケティング分析などへ

と展開するなど、今後の商用化、事業展開を目指す。 

 
４．７ 適応的サービス制御技術 

今後も、本研究成果を盛り込んだサービスプラットフォームの研究開発を進める。実用化に向けて、製品

開発担当との議論を通し、実システムとしての技術要件を抽出し、その具体化を進める。また、コンテキス

ト流通プラットフォームのアーキテクチャに関する標準化については、ITU－T に限らず関連する標準化団

体の動向を見ながら、適宜対応していく。 
本プロジェクト全体の波及効果として、コンテキストアウェアサービスは、NGN などの今後のネットワー

クにおいて重要な新しいサービス候補との認識が広まりつつあると思われる。将来的には、本研究成果など
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を取り込んだプラットフォームを提供することにより、更にその上を行く画期的な新しいサービスが作られ

ることが予測される。さらに、ネットワークが自動的にサービスを選択するなどより高度な発展も期待され、

ネットワークの価値がより高まるとともに、利用者にとってプラットフォームを意識することなくユビキタ

スネットワーク技術を使うことができる社会を実現することになる。 
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[2] 堀、吉原、堀内、アドレス管理サーバ、システム及びサーバプログラム、日本、2004年 2月 5日 [8-kddi-i-2] 

[3] 吉原、茂木、堀内、ネットワークシステムのノードおよびアドレス割当方法、日本、2004 年 3 月 3 日 

[8-kddi-i-3] 
[4] 堀、吉原、堀内、VPN 管理サーバ、VPN 設定システム、方法及び VPN 管理サーバ用プログラム、日

本、2004 年 8 月 12 日 [8-kddi-i-4] 

[5] 茂木、吉原、堀内、分散型ネットワークの情報集約方式、日本、2004 年 8 月 27 日[8-kddi-i-5] 

[6] 堀、吉原、堀内、障害回避ルーティングを行う通信ノード及びプログラム、日本、2005 年 6 月 23 日 
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[8-kddi-i-6] 
[7] 堀、吉原、堀内、VPN トンネル接続トポロジを決定する管理サーバ及びプログラム、日本、2005 年 6

月 27 日 [8-kddi-i-7] 

[8] 茂木、吉原、堀内、通信装置及びネットワーク内で不要な無線リングの切断方法、日本、2005 年 7 月

12 日 [8-kddi-i-8] 

[9] 堀、吉原、堀内、帯域内管理網における管理トラヒックを再送する通信方法、装置及びプログラム、日

本、2006 年 1 月 12 日[8-kddi-i-9] 

[10] テープウィロージャナポン、茂木、堀内、リソース制御装置および携帯端末装置、日本、2007 年 3 月

5 日 [8-kddi-i-10] 

 
課題ウ)  

日本電気 

[1] 前田、「ポリシー解析システム及び方法並びにポリシー解析用プログラム」、日本国、2004 年 3 月 2 日 

[8-nec-u-1] 
[2] 二瓶、「コンテキスト通知装置およびコンテキスト通知方法」、日本国、2004 年 3 月 31 日 [8-nec-u-2] 

[3] 登内、「会議支援システム」、日本国、2004 年 6 月 29 日 [8-nec-u-3] 

[4] 三津橋、「データ配信システム、データ配信方法、およびデータ配信プログラム」、日本国、2004 年 9

月 14 [8-nec-u-4] 

[5] 渡部、「プレゼンスサービスシステム、プレゼンス装置、プレゼンスサービス方法、及びプログラム」、  

日本国、2005 年 3 月 29 日 [8-nec-u-5] 

[6] 別府、「所在情報流通システム、所在情報流通方法、所在情報流通プログラム、及び所在情報交換レベ

ル決定用プログラム、」日本国、2005 年 3 月 30 日 [8-nec-u-6] 

[7] 磯山、 佐藤 「負荷分散振り分けシステム」、日本国、2005 年 3 月 28 日 [8-nec-u-7] 

[8] 石川、塚本 「ＳＩＰサーバ共有モジュール、ＳＩＰメッセージ中継方式、プログラム」、日本国、2005

年 12 月 8 日 [8-nec-u-8] 

[9] 三津橋、「データ配信システム、データ配信方法、およびデータ配信プログラム」、日本国、2005 年 9

月 6 日 [8-nec-u-9] 

[10] 別府、登内、「モバイル端末向け推奨番組情報活用型視聴支援システムおよび方法ならびにそのプログ

ラム」、日本国、2005 年 12 月 7 日 [8-nec-u-10] 

[11] 佐藤、 磯山「負荷分散振り分けシステム、イベント処理分散制御装置並びにイベント処理分散制御プ

ログラム」、日本国、2005 年 10 月 28 日 [8-nec-u-11] 

[12] 磯山 、「サーバ多重化システムおよびサーバ多重化方法」、日本国、2006 年 3 月 20 日 [8-nec-u-12] 

[13] 石川、小出「クライアント端末、中継サーバ、通信システム、及び通信方法」、日本国、2006 年 12 月

27 日 [8-nec-u-13] 

[14] 榎本、崔、高木、吉見、「通信装置、通信システム、通信方法及び通信プログラム」、日本国、2006 年

12 月 13 日 [8-nec-u-14] 

[15] 榎本、高木、「中継装置、経路選択システム、経路選択方法、およびプログラム」、日本国、2007 年 3

月 7 日 [8-nec-u-15] 

[16] 佐藤、「リソース分配方法、プログラム、及びリソース分配装」、日本国、2006 年 10 月 6 日    
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[8-nec-u-16] 
[17] 前田、「ポリシ型管理装置」、日本国、 2006 年 8 月 1 日 [8-nec-u-17] 

[18] 前田、「条件判定システム」、 日本国、2006 年 9 月 5 日 [8-nec-u-18] 

[19] 登内、「負荷分散システム」、日本国、2006 年９月 14 日 [8-nec-u-19] 

[20] 中台、「資源量計算システム、方法およびプログラム」、アメリカ合衆国(PCT 出願)、2006 年 9 月 20

日 [8-nec-u-20] 

[21]石川「サーバ、パケット転送方法およびプログラム」、日本国、2008 年 1 月 8 日 [8-nec-u-21] 

[22]石川 「通信システム、サーバ、端末、パケット転送方法およびプログラム」、日本国、2008 年 1 月 8

日 [8-nec-u-22] 

[23]石川「ゲートウェイ装置およびパケット転送方法」、日本国、2007 年 12 月 21 日 [8-nec-u-23] 

[24]山口「通信システム、中継装置、端末、及び中継処理方法並びにそのプログラム」、日本国、2007 年 8

月 28 日 [8-nec-u-24] 

[25]三津橋 「圧縮画像再圧縮システム、圧縮画像再圧縮方法および圧縮画像再圧縮プログラム」、日本国、 

2008 年 3 月 14 日 [8-nec-u-25] 

[26]渡部、 「在宅情報取得システム、提供方法、及び、プログラム」、日本国、 2007 年 12 月 28 日 [8-nec-u-26] 

[27]渡部、 「状態情報提供システム、提供方法、及び、プログラム」、日本国、2008 年 1 月 31 日 [8-nec-u-27] 

[28]佐藤、「情報処理装置、情報処理方法およびプログラム」、日本国、2008 年 1 月 8 日 [8-nec-u-28] 

[29]磯山、「イベント処理・配信システムおよび方法」、日本国、2008 年 3 月 7 日 [8-nec-u-29] 

[30]中台、「障害分析システム、障害分析方法、障害分析サーバおよび障害分析プログラム」、日本国、2008

年 3 月 7 日 [8-nec-u-30] 

[31]中台、「障害分析システム、障害分析方法、障害分析サーバおよび障害分析プログラム」、日本国、2008

年 3 月 7 日 [8-nec-u-31]  

[32]猪鹿倉、「ルールベース管理システム、ルールベース管理方法およびルールベース管理用プログラム」 、

日本国、2007 年 9 月 25 日 [8-nec-u-32] 

[33]登内、「障害分析システム、方法、及びプログラム」、日本国、2007 年 11 月 7 日 [8-nec-u-33]  

[34]別府、「コンピュータリンク方法及びシステム」、日本国、2008 年 3 月 13 日 [8-nec-u-34] 

[35]中台、「データ検索装置、データ検索システム、データ検索方法およびデータ検索用プログラム」、日本

国、2007 年 4 月 13 日 [8-nec-u-35] 

[36]中台、「オーバレイ検索装置、オーバレイ検索システム、オーバレイ検索方法およびオーバレイ検索用

プログラム」、日本国、 2007 年 4 月 18 日 [8-nec-u-36] 

 
課題エ)  

九州工業大学 

[1] 大西、吉田、尾家、ピュア型ピアツ−ピアネットワ−ク内の資源検索方法、日本、特願２００５−３２９

２８２号、平成 17 年 11 月 14 日[8-kit-e-1] 

 
富士通 

[1]岡村、山田、“ネットワーク制御装置およびそのパス制御方法”、日本、2004 年 1 月 30 日 [8-fj-e-1] 

[2]小野、田草川、“通信装置”、日本、2004 年 2 月 25 日 [8-fj-e-4] 
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[3]岡村、山田、“NETWORK CONTROLLING APPARATUS AND PATH CONTROLLING METHOD 

THEREIN”、日本、2004 年 5 月 20 日 [8-fj-e-2] 

[4]岡村、山田、“NETWORK CONTROLLING APPARATUS AND PATH CONTROLLING METHOD 

THEREIN”、中国、2004 年 6 月 18 日 [8-fj-e-3] 

[5]小野、田草川、“アプリケーション特性に応じて複数の経路を同時に利用する通信装置”、日本、2004 年

8 月 20 日 [8-fj-e-5] 

[6]山田、岡村、“遅延保証パス設定システム”、日本、2004 年 9 月 3 日 [8-fj-e-6] 

[7]中津川、武智、田草川、小野、“ハンドオーバ方法並びにこれを適用した移動通信システムおよび移動端

末”、日本、2004 年 9 月 10 日 [8-fj-e-8] 

[8]小野、田草川、“COMMUNICATION APPARATUS”、米国、2004 年 11 月 1 日 [8-fj-e-8] 

[9]山田、岡村、“DELAY GUARANTEE PATH SETTING SYSTEM”、米国、2005 年 1 月 7 日 [8-fj-e-9] 

[10]中津川、武智、田草川、小野、“HANDOVER METHOD AND MOBILE COMMUNICATION SYSTEM 

AND MOBILE TERMINAL USING SAME”、米国、2005 年 1 月 21 日 [8-fj-e-10] 

[11]小野、田草川、“COMMUNICATION DEVICE SIMULTANEOUSLY USING PLURALITY OF 

ROUTES CORRESPONDING TO APPLICATION CHARACTERISTICS”、米国、2005 年 1 月 26 日 

[8-fj-e-11] 
[12]中津川、武智、岡村、“モバイル通信におけるＱｏＳ設定方法及びＱｏＳ設定システム並びに該システ

ムに用いる移動端末装置”、日本、2005 年 3 月 16 日 [8-fj-e-12] 

[13]岡村、山田、中津川、“ネットワークＱｏＳ制御システムおよび制御方法”、日本、2005 年 3 月 18 日 

[8-fj-e-13] 
[14]中津川、武智、岡村、“QOS SETUP METHOD AND QOS SETUP SYSTEM FOR USE IN MOBILE 

COMMUNICATI ON, AND MOBILE TERMINAL APPARATUS, HOME AGENT AND SER”、米国、

2005 年 8 月 17 日 [8-fj-e-14] 

[15]岡村、山田、中津川、“NETWORK QOS CONTROL SYSTEM AND METHOD”、米国、2005 年 8 月

17 日 [8-fj-e-15] 

[16]山田、岡村、中津川、“移動端末通信の品質保証方法”、日本、2005 年 8 月 31 日 [8-fj-e-16] 

[17] 山 田 、 岡 村 、 中 津 川 、“ QUALITY GUARANTEE METHOD FOR MOBILE TERMINAL 

COMMUNICATION”、米国、2005 年 11 月 21 日 [8-fj-e-17] 

[18]山田(亜)、仲道、山田(仁)、“マルチドメインネットワークにおける QoS 保証システム”、日本、2006

年 2 月 15 日 [8-fj-e-18] 

[19]仲道、山田(亜)、“品質保証サービス情報通知方法、通信装置及びドメイン間情報伝達装置”、日本、2006

年 3 月 17 日 [8-fj-e-19] 

[20]中津川、“基地局装置、端末および帯域制御方法”、日本、2006 年 3 月 27 日 [8-fj-e-20] 

[21]山田(仁)、山田(亜)、“サービス品質管理装置及びサービス品質管理方法”、日本、2006 年 3 月 28 日 

[8-fj-e-21] 
[22] 仲道、山田 ( 亜 ) 、“ QOS INFORMATION NOTIFICATION METHOD, COMMUNICATION 

APPARATUS AND INTER-DOMAIN SIGNALING APPARATUS FOR TRANSMITTING QOS”、米国、

2006 年 6 月 7 日 [8-fj-e-22] 

[23]中津川、“BASE STATION APPARATUS, TERMINAL, AND BANDWIDTH CONTROL METHOD”、
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EP(英,独,仏,伊)、2006 年 6 月 12 日 [8-fj-e-23] 

[24]山田(仁)、山田(亜)、“SERVICE QUALITY MANAGEMENT DEVICE AND SEVICE QUALITY 

MANAGEMENT METHOD”、米国、2006 年 6 月 14 日 [8-fj-e-24] 

[25]山田(亜)、仲道、山田(仁)、“QOS GUARANTEE SYSTEM IN MULTIDOMAIN NETWORK AND QOS 

SERVER APPLIED TO THE SAME”、米国、2006 年 6 月 22 日 [8-fj-e-25] 

[26]中津川、“BASE STATION APPARATUS, TERMINAL, AND BANDWIDTH CONTROL METHOD”、

米国、2006 年 6 月 27 日 [8-fj-e-26] 

 
課題オ)  

東京大学 

[1] 森川、青山、猿渡、パベル、送受信装置および商品サービス取引システム並びに送信装置、受信装置、

日本、2005 年 5 月 10 日[8-ut-o-1] 

 
慶應義塾大学 

[1] 徳田, 岩井, 高汐, 中澤, 竹内, シート型ディバイス, 日本, 2007 年 12 月 27 日：[8-keio-o-1] 

 
KDDI 研究所 

[1]嶋崎、大橋、山口、入内嶋、“情報伝達システムおよび情報管理装置”、日本、2004/11/12 [8-kddi-o-1] 

[2]山口、大橋、入内嶋、嶋崎、“メッセージ交換システムおよび同システムにおける端末装置、ならびに電

子タグを用いたメッセージ交換方法”、日本、2004/11/12 [8-kddi-o-2] 

[3]山口、大橋、入内嶋、小塚、“デバイス機能設定管理システム、同システムにおける携帯端末装置、電子

タグを用いたデバイス機能設定管理方法”、日本、2004/11/12 [8-kddi-o-3] 

[4]森川、本庄、山口、大橋、“情報配信システム、情報配信装置、端末装置及びコンピュータプログラム”、

日本、2005/3/30[8-kddi-o-4] 

 
課題カ)  

KDDI 研究所 

[1]本庄､森川､小塚､山口､大橋、“プロファイル管理装置およびそのプログラム”、日本、2004/2/27 

[8-kddi-ka-1] 
[2]山口､森川､本庄､大橋、“個人環境プロファイルサーバ”、日本、2004/3/3 [8-kddi-ka-2] 

[3]森川、本庄､小塚､山口､大橋、“プロファイル更新装置およびコンピュータプログラム”、日本、2004/3/31 

[8-kddi-ka-3] 
[4]本庄、森川、山口、大橋、“ウェブ構築装置及びコンピュータプログラム”、日本、2005/3/30 [8-kddi-ka-4] 

[5]本庄、森川、山口、大橋、“プロファイル管理装置およびコンピュータプログラム”、日本、2005/4/22 

[8-kddi-ka-5] 
[6]本庄、“ランドマークデータベースシステム, 端末装置, 統合データベース管理装置及びユーザ個別デー

タベース管理装置, 並びにコンピュータプログラム”、日本、2006/4/27 [8-kddi-ka-6] 

[7]南川,森川、“屋内測位システム、測位端末、固定基準局”、日本、2007/6/8 [8-kddi-ka-7] 

[8]南川,森川、“SNS プロファイル抽出装置”、日本、2007/10/19 [8-kddi-ka-8] 
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課題キ)  

富士通 

[1]武仲、藤本、“データ通信方法、データ通信システム、データ通信プログラム、およびデータ通信装置”、

日本、2004 年 1 月 26 日  [8-fj-ki-1] 

[2]高瀬、五十嵐、武吉、“利用者仮識別子を用いるネットワークサービスシステム”、日本、2004 年 3 月 19

日  [8-fj- ki-2] 

[3]新崎、仙波、“バイオメトリクス情報管理システムおよびバイオメトリクス情報管理サーバ”、日本、2004

年 3 月 24 日 [8-fj- ki-3] 

[4]藤田、井谷、“端末正当性保証システムおよび端末正当性保証方法”、日本、2004 年 3 月 31 日 [8-fj- ki-4] 

[5]高瀬、五十嵐、武吉、“NETWORK SERVICE SYSTEM USING TEMPORARY USER IDENTIFIER”、

米国、2004 年 11 月 4 日  [8-fj- ki-5] 

[6]板崎、山田、稲野、塩津、井谷、藤田、“アプリケーション状態情報転送システム”、日本、2004 年 11

月 19 日 [8-fj- ki-6] 

[7]高瀬、五十嵐、武吉、“利用者仮識別子を用いるネットワークサービスシステム”、日本、2004 年 11 月

26 日 [8-fj- ki-7] 

[8]高瀬、五十嵐、武吉、“NETWORK SERVICE SYSTEM USING TEMPORARY USER IDENTIFIER”、

米国、2005 年 4 月 1 日 [8-fj- ki-8] 

[9]高瀬、掛水、“コンテンツ検索システム”、日本、2005 年 11 月 4 日 [8-fj- ki-9] 

[10]板崎、山田、稲野、塩津、井谷、藤田、“アプリケーション状態情報転送システム”、日本、2005 年 11

月 18 日 [8-fj- ki-10] 

[11]高瀬、掛水、“CONTENT RETRIEVAL SYSTEM”、米国、2006 年 2 月 16 日 [8-fj- ki-11] 

[12]高瀬、佐野、“サーバおよび接続先サーバ切替制御方法”、日本、2006 年 3 月 23 日 [8-fj- ki-12] 

[13]高瀬、佐野、“SERVER AND CONNECTION DESTINATION SERVER SWITCHING CONTROL 

METHOD”、米国、2006 年 6 月 15 日 [8-fj- ki-13] 

[14]佐野、高瀬、掛水、“プレゼンス情報管理システム、プレゼンスサーバ装置、ゲートウェイ装置及びク

ライアント装置”、日本、2006 年 8 月 1 日 [8-fj- ki-14] 

[15]佐野、高瀬、掛水、“PRESENCE INFORMATION MANAGEMENT SYSTEM, PRESENCE SERVER 

DEVICE, GATEWAY DEVICE AND CLIENT DEVICE”、申請国、2006 年 12 月 19 日 [8-fj- ki-15] 

[16]佐野、福田、前田、高瀬、“コンテンツ配信システム、サーバ装置、およびコンテンツ配信方法”、日本、

2007 年 2 月 19 日 [8-fj- ki-16] 

[17]佐野、“情報処理装置、情報処理装置の制御方法およびプログラム”、日本、2007 年 11 月 21 日 [8-fj-ki-17] 

[18]佐野、福田、前田、高瀬、“CONTENT DELIVERING SYSTEM, SERVER, AND CONTENT 

DELIVERING METHOD”、米国、2007 年 12 月 31 日 [8-fj-ki-18] 

[19]佐野、高瀬、“サーバ接続切り替えプログラム、キャッシュサーバ、コンテンツサーバおよびサーバ接

続切り替え方法”、日本、2008 年 1 月 31 日 [8-fj-ki-19] 
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９ 取得特許リスト 

課題キ) 

富士通 

[1]武仲、藤本、“データ通信方法、データ通信システム、データ通信プログラム、およびデータ通信装置”、日本、

申請年月日 2004 年 1 月 26 日、登録年月日 2007 年 7 月 6 日、特許第 3980564 号 [9-fj-ki-1] 

 

１０ 国際標準提案リスト 

課題ア) 

KDDI 研究所 

[1] ITU-T・FGNGN WG3、FGNGN-ID-00111、A Proposal for QoS parameters related to inter-domain 

routing stability、平成 16 年 9 月 [10-kddi-a-1]○ 

[2] ITU-T・SG12 Q17、COM12-D155-E、Proposal for New Recommendation on BGP based IP packet 

Routing Performance、平成 18 年 6 月 [10-kddi-a-2]○ 

[3] ITU-T・SG12 Q17、COM12-C48-E、Proposal on BGP Stability Guideline for IP Service Availability、

平成 19 年 1 月 [10-kddi-a-3]○ 

 
課題イ)  

KDDI 研究所 

[1] ZigBee アライアンス、064284r04、Public Information Delivery for Telecom Application Study Group、

2006 年 6 月 29 日、2006 年 7 月 2 日 [10-kddi-i-1] 

[2] ZigBee アライアンス、075183r00、ZigBee Cluster Library Functional Domain: Information Delivery、

2007 年 9 月 10 日、2007 年 10 月 3 日 [10-kddi-i-2] 

 
課題エ) 

九州工業大学 

[1] Internet Engineering Task Force ・ 65th Meeting 、

draft-shigeru-simple-heuristic-wlan-handover-01.txt、"A simple heuristic for handover decisions in 

WLANs"、 S. Kashihara、 K. Tsukamoto、 Y. Kadobayashi、 Y. Oie、 平成 18 年 8 月 [10-kit-e-1] 

[2] Internet Engineering Task Force ・ 68th Meeting 、

draft-shigeru-simple-heuristic-wlan-handover-02.txt、"A simple heuristic for handover decisions in 

WLANs"、 S. Kashihara、 K. Tsukamoto、 Y. Kadobayashi、 Y. Oie、 平成 19 年 3 月 [10-kit-e-2] 

[3] Internet Engineering Task Force・70th Meeting、draft-shigeru-wlan-handover-management-00.txt、
“Handover management scheme for different IP WLAN subnets”、S. Kashihara、 Y. Taenaka、 K. 

Tsukamoto、Y. Kadobayashi、 S. Yamaguchi、Y. Oie、平成 19 年 12 月 [10-kit-e-3] 
 

富士通 

[1]3GPP SA1 SWG 会合、S1-040748(会合中 S1-040789 に改版)、“Advanced access network selection 

function for AIPN”（提案日 2004 年 8 月 24 日）[10-fj-e-1] 

[2]3GPP SA1 SWG 会合、S1-040749(会合中 S1-040780 に改版 )、“Text for advanced mobility 
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management function”（提案日 2004 年 8 月 24 日）[10-fj-e-2] 

[3]3GPP 第 26 回 SA1 会合、S1-040866(会合中 S1-040915 に改版)、“Drivers From Technical perspective

‐Traffic Engineering”（提案日 2004 年 10 月 11 日）[10-fj-e-3] 

[4]3GPP 第 26 回 SA1 会合、S1-040867(会合中 S1-040916 に改版)、“New Capabilities for AIPN‐QoS / 

Traffic Engineering”（提案日 2004 年 10 月 11 日）[10-fj-e-4] 

[5]3GPP 第 26 回 SA1 会合、S1-040868(会合中 S1-040917 に改版)、“New Capabilities for AIPN‐load 

balancing in AIPN”（提案日 2004 年 10 月 11 日）[10-fj-e-5] 

[6]3GPP 第 43 回 SA2 会合、S2-043484(会合中 S1-043675、S1-043875 に改版)、“Interworking scenario 

E2E QoS”（提案日 2004 年 11 月 15 日）[10-fj-e-6] 

[7] 3GPP第43回SA2会合、S2-043485、“General issues of E2E QoS”（提案日2004年11月15日）[10-fj-e-7] 

 
課題キ) 

富士通 

[1]ITU-T SG13 会合（NGN-GSI）、NGN-GSI/C526、“Proposal on high level requirements for context 
awareness capability in NGN”（提案日 2007 年 9 月 11 日）（採択日 2007 年 9 月 22 日） [10-fj-ki-1] 
[2]ITU-T SG13 第 7 回全体会合（NGN-GSI）、COM-13-C333、“Proposal on requirements for context 
awareness capability in release 2 of NGN”（提案日 2008 年 1 月 14 日）（採択日 2008 年 1 月 25 日） 
[10-fj-ki-2] 
 

１１ 参加国際標準会議リスト 

課題イ)  

KDDI 研究所 

[1] ZigBee アライアンス、米国・サンノゼ、2006 年 6 月 12 日～2006 年 6 月 16 日 [11-kddi-i-1] 

[2] ZigBee アライアンス、韓国・ソウル、2006 年 9 月 25 日～2006 年 9 月 28 日 [11-kddi-i-2] 

[3] ZigBee アライアンス、米国・フェニックス、2006 年 12 月 4 日～2006 年 12 月 8 日 [11-kddi-i-3] 

[4] ZigBee アライアンス、米国・オースティン、2007 年 2 月 12 日～2007 年 2 月 16 日 [11-kddi-i-4] 

[5] ZigBee アライアンス、フランス・パリ、2007 年 4 月 30 日～2007 年 5 月 3 日 [11-kddi-i-5] 

[6] ZigBee アライアンス、中国・北京、2007 年 9 月 10 日～2007 年 9 月 13 日 [11-kddi-i-6] 

[7] ZigBee アライアンス、米国・サンディエゴ、2007 年 12 月 3 日～2007 年 12 月 7 日 [11-kddi-i-7] 

[8] ZigBee アライアンス、日本・東京、2008 年 2 月 25 日～2008 年 2 月 28 日 [11-kddi-i-8] 

 
課題エ)  

九州工業大学 

[1] Internet Engineering Task Force・65th Meeting、Dallas、TX、USA、2005 年 3 月 [11-kit-e-1] 

[2] Internet Engineering Task Force・70th Meeting、Vancouver、BC、Canada、平成 19年 12月 [11-kit-e-2] 
 
課題キ) 

富士通 

[1]ITU-T NGN GSI 神戸会合（SG13 中間会合）、神戸、2006 年 4 月 22 日～27 日 [11-fj-ki-1]  
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[2]ITU-T NGN GSI 北京会合（SG13 中間会合）、中国・北京、2007 年 1 月 8 日～12 日 [11-fj-ki-2]  

[3]ITU-T NGN GSI ジュネーブ会合（SG13 中間会合および WP 会合）、スイス・ジュネーブ、2007 年 9

月 11 日～21 日 [11-fj-ki-3] 

[4]ITU-T NGN GSIソウル会合（第 7回SG13全体会合）、韓国・ソウル、2008年 1月 14日～25日 [11-fj-ki-4] 

 

１２ 受賞リスト 

課題イ)  

KDDI 研究所 

[1] 堀、電子情報通信学会平成 17 年度学術奨励賞、“大規模 IP ルータ網遠隔管理のための一時的 IP 自動

構成方式の提案”、2006 年 3 月 25 日 [12-kddi-i-1] 

[2] 茂木、吉原、堀内、電子情報通信学会 2006 年情報ネットワーク研究賞、“センサネットワークにおけ

る無線送信電力の制御方式の提案”、2007 年 3 月 7 日 [12-kddi-i-2] 

 
課題ウ)  

日本電気 

[1]猪鹿倉、電子情報通信学会 学術奨励賞、“ポリシとシステム監視の整合性を実現するポリシ管理アー

キテクチャ”、2005 年 3 月 22 日 [12-nec-u-1] 

[2]中台、谷口、電子情報通信学会テレコミュニケーションマネジメント研究賞、“サービスレベル管理の

ための優先制御機能を有したヘテロジニアス環境適応型サーバ容量計画法“、2007 年 3 月 15 日 

[12-nec-u-2] 
[3]中台、情報処理学会 DICOMO2007 ヤングリサーチャー賞、“PLATON: 超分散環境におけるデータ

共有のための P2P 多次元範囲検索システム”、2007 年 7 月 6 日 [12-nec-u-3] 

[4]中台、谷口、情報処理学会 DICOMO2007 優秀論文賞、“PLATON: 超分散環境におけるデータ共有

のための P2P 多次元範囲検索システム”、2007 年 8 月 24 日 [12-nec-u-4] 

[5] 登内、電子情報通信学会テレコミュニケーションマネジメント研究賞、“最尤分析を用いた派生的障

害に対する障害原因分析”、2008 年 3 月 13 日 [12-nec-u-5] 

 
課題エ)  

九州工業大学 

[1] K. Ohnishi,、M. Uchida,、Y. Oie、Session Best Presentation Award of Joint 3rd International 

Conference on Soft Computing and Intelligent Systems and 7th International Symposium on 
Advanced intelligent Systems (SCIS & ISIS 2006)、“Network Topologies Emerging in An Evolutionary 

Optimization Process”、平成 18 年 9 月 [12-kit-e-1] 

[2] H. Tamura、T. Okubo、Y. Inoue、K. Kawahara、Y. Oie、Best Paper Award (Application) of 7th 

International Conference on Hybrid Intelligent Systems (HIS) 2007 、 ”Implementation and 

Experimental Evaluation of On-Line Simulation Server for OSPF-TE”、平成 19 年 9 月 19 日 

[12-kit-e-2] 
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富士通 

[1]田草川、小野、武智、電子情報通信学会学術奨励賞、“アプリケーションに応じたハンドオーバ技術の

開発”、2005 年 2 月 21 日 [12-fj-e-1] 

 
課題オ)  

東京大学 

[1] 西沢、第 9 回 UBI 研究発表会優秀論文賞、“磁気的手法を用いた位置・方向検出機能統合型面状通信

システムの設計と実装”、2005 年 11 月 1 日[12-ut-o-1] 

[2] 倉沢、第 11 回 UBI 研究発表会優秀論文賞、“センサ装着場所を考慮した 3 軸加速度センサを用いた

姿勢推定手法”、2006 年 7 月 26 日[12-ut-o-2] 

[3] J. Ok、IEEE VTS Japan 2007 Student Award、“Using Shared beacon Channel for Fast Handoff 

in IEEE 802.11 Wireless Networks”、2007 年 4 月 27 日[12-ut-o-3] 

 
 慶應義塾大学 

[1] 中西, 高汐, 徳田, 優秀論文賞, "粒度の動的変更による位置匿名性についての考察",情報処理学会 マ

ルチメディア，分散，協調とモバイルシンポジウム(DICOMO), 2004 年 7 月：[12-keio-o-1] 

[2] M. Saito, H. Aida, H. Tokuda, The Best Conversation Award, "A Membership-Centric Routing 
Architecture for Ubiquitous Ad Hoc Networks", 情報処理学会 第12回 マルチメディア通信と分散処理

(DPS)ワークショップ, 2004 年 12 月：[12-keio-o-2] 

[3] Y. Kaneda, M. Minematsu, M. Saito, H. Aida, H. Tokuda, The Young Researcher Award, "ANGEL: 

A Hierarchical Path Optimization Middleware for Real-Time Multiplayer Gaming in Wired and 
Wireless Networks", 情報処理学会 第 12 回 マルチメディア通信と分散処理(DPS)ワークショップ, 

2004 年 12 月：[12-keio-o-3] 

 
課題カ)  

KDDI 研究所 

[1]本庄, 森川, 山口, 大橋、Dicomo2005 プレゼンテーション賞、“Profile Blog : Blog をベースとした想

起的なライフログ検索の実現”、2005/7/8 [12-kddi-ka-1] 

[2]大橋、本庄、総務省ベストプラクティス「ライフ部門賞」、“ライフログ簡単登録サービス”、2006/6/1 

[12-kddi-ka-2] 
[3]D. Morikawa、MDM2006 Best Demo Award、“Cell-Phone Based User Activity Recognition, 

Management and Utilization”、2006/6 [12-kddi-ka-3] 

 

１３ 報道発表リスト 

課題ア)  

KDDI 研究所 

[1]“IP 網渋滞すぐ検出”、日経産業新聞、平成 19 年 4 月 13 日 [13-kddi-a-1]○ 
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課題イ) 

KDDI 研究所 

[1] “総務省ユビキタスネットワーク委託研究組織によるユビキタスネットワーク連携協議会の発足”、

日経産業新聞、2005 年 6 月 9 日 [13-kddi-i-1] ○ 

[2] “総務省ユビキタスネットワーク委託研究組織によるユビキタスネットワークシンポジウム

(UNS2005)でのデモンストレーション実施”、電気新聞、2005 年 11 月 24 日 [13-kddi-i-2] ○ 

[3] “最新技術の競演”、日刊工業新聞、2005 年 11 月 25 日 [13-kddi-i-6] ○ 

[4] “u-Japan の実現に向けて -- ユビキタスネットワーク研究開発プロジェクト群の成果を Interop で

発表”、月刊フルデジタル・イノベーション、2006 年 7 月 13 日 [13-kddi-i-3] ○ 

[5] “ユビキタスネットワークシンポジウム 2006 実行委員会によるユビキタスネットワークシンポジウ

ム(UNS2006) の開催とデモンストレーションの実施”、ascii24.com、2006 年 10 月 4 日 [13-kddi-i-4] 

○ 

[6] “ Ubila プ ロ ジ ェ ク ト ， 開 発 成 果 を UNS2007 で 公 開 予 定 ” 、

http://www.semiconductorjapan.net/newsflash/semicon/071122_02.html 、 2007 年 11 月 22 日 

[13-kddi-i-7] ○ 

[7] “ZigBee 携帯電話のための輻輳回避技術の開発～ラッシュ時でもＯＫ 携帯電話の新しいサービス

～”、日経産業新聞、2008 年 2 月 26 日 [13-kddi-i-5] ○ 

 
課題ウ)  

日本電気 

[1]“好みの服や探している文献 ネット情報自動提供”、日経新聞 15 面、2004 年 11 月 26 日 

  [13-nec-u-1] ○  

[2]“IC タグでコーディネート ”、日経産業新聞 1 面、2004 年 11 月 29 日、[13-nec-u-2] ○ 

[3]“Ubila 連携デモ”、電気新聞、2005 年 11 月 22 日 [13-nec-u-3] 

[4]“サーバ介せず PC 接続 中継地点の負荷を軽減”、日経産業新聞、2007 年 12 月 20 日 [13-nec-u-4] ○ 

 
課題エ)  

富士通 

[1] “IP 通信 映像、途中で乱れず”、日経産業新聞、2006 年 12 月 19 日 [13-fj-e-1] ○ 

[2] “必要時に通信品質向上”、日刊工業新聞、2006 年 12 月 19 日 [13-fj-e-2] ○ 

[3] “品質保証技術を開発”、化学工業日報、2006 年 12 月 19 日 [13-fj-e-3] ○ 

[4] “大規模ネットワーク 富士通が品質保証技術”、電波新聞、2006 年 12 月 20 日 [13-fj-e-4] ○ 

[5]“テクノロジは人間中心に変わる”、日経コンピュータ 創刊 700 号記念、2008 年 3 月 24 日 [13-fj-e-5]

○ 

 
課題オ)  

東京大学 

[1] “家電街「アキバ文化」盛況”の記事内、北海道新聞、2006 年 5 月 14 日日曜版[13-ut-o-1]○ 

[2] “「ホコリ」センサーが網を張る”、朝日新聞、2006 年 5 月 30 日夕刊[13-ut-o-2]○ 
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[3] “「ユビラプロ」の研究グループ 産学新連携を促進 秋葉原の実験拠点を一般公開”、日刊工業新聞、

2006 年 7 月 3 日[13-ut-o-3]○ 

[4] “躍動するアキバ IT とアニメで世界最先端を創り出せ 研究成果公開→異分野と融合”、フジサン

ケイビジネスアイ、2007 年 5 月 24 日[13-ut-o-4]○ 

[5] “秋葉原で実証試験”、日刊工業新聞、2007 年 7 月 13 日[13-ut-o-5]○ 

[6] “アキバで秋から実証”、日刊工業新聞、2007 年 7 月 16 日[13-ut-o-6]○ 

[7] “アキバの注目商品 ランキングを即時表示”、日本経済新聞、2007 年 8 月 28 日朝刊[13-ut-o-7]○ 

[8] “携帯電話で姿勢を監視”、日経産業新聞、2008 年 3 月 25 日[13-ut-o-8]○ 

[9] “秋葉原ユビキタス実証実験スペースのご案内”、プレスリリース、2006 年 7 月 21 日[13-ut-o-9]○ 

 
慶應義塾大学 

[1] "先端技術探偵団がゆく", 新建築（建築誌）, 2006 年 2 月：[13-keio-o-1] 

[2] "特集：アドバンスモデルが語る未来のビジョン", AXIS（デザイン誌）, 2005 年 12 月：[13-keio-o-2] 

[3] "未来のリビングルームに関しての取材で u-Photo 研究について掲載", Memo 男の部屋, 2005 年 12

月：[13-keio-o-3] 

[4] "ユビキタスの世界を体験",日刊工業新聞, 2006 年 2 月 27 日：[13-keio-o-4] 

[5] "日用品に無線センサー",日経産業新聞, 2006 年 12 月 26 日朝刊：[13-keio-o-5] 

[6] "ユビキタス社会の未来像", テレビ朝日 be on TV, 2006 年 11 月 26 日：[13-keio-o-6] 

[7] "センサを用いた消費者の注目度把握", NHK おはよう日本, 2007 年 10 月 29 日：[13-keio-o-7] 

 
課題カ)  

KDDI 研究所 

[1]“人とネットの溝埋める”、日経産業新聞 10 ページ、2005/9/20 [13-kddi-ka-1] ○ 

[2]“「ユビラプロ」の研究グループ 産学新連携を促進”、日刊工業新聞 10 ページ、2006/7/3 [13-kddi-ka-2] 

○ 

[3]“携帯、生活まるごと記録”、日経産業新聞 1 ページ、2006/7/5 [13-kddi-ka-3] ○ 

[4]“あなたの人生ケータイで記録”、産経新聞 1,3 ページ、2006/7/24 [13-kddi-ka-4] ○ 

[5]“携帯利用し作業管理”、日刊工業新聞 10 ページ、2007/5/30 [13-kddi-ka-5] ○ 

[6]“生活が丸裸に？新ビジネスに動く携帯・ネット業界”、WEDGE 10 月号 54～56 ページ、2007/9/20 

[13-kddi-ka-6] ○ 

[7]“巨大な「口コミ」データベースに”、朝日新聞 朝刊 3 ページ、2007/10/14 [13-kddi-ka-7] ○ 

[8]“携帯各社”大航海時代”に突入”、産経新聞 23 ページ、2007/11/14 [13-kddi-ka-8] ○ 

[9]“開発技術の集大成をデモ”、電波新聞 4 ページ、2007/11/22 [13-kddi-ka-9] ○ 

[10]“ユビキタス社会に向け未来技術を実演展示”、日刊工業新聞 20 ページ、2007/11/22 [13-kddi-ka-10] 

○ 

[11]“ユビキタスネットワークシンポジウム 2007”、「セキュリティ研究」 １月号 27～29 ページ、2008/1/1 

[13-kddi-ka-11] ○ 

[12]“市場創出成果を一般公開”、電波技術協会報 1 月号 27 ページ、2008/1/1 [13-kddi-ka-12] ○ 

[13]“「ライフ・レコーダー」の萌芽 あなたの１日を見守ります”、日経エレクトロニクス No.976 91～
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100 ページ、2008/4/21 [13-kddi-ka-13] ○ 

[14]“「十人十色を実現する "小粋な" ネットワーク・サービス」をコンセプトにユビキタスネットワーク

シンポ ジウム  (UNS2005) で、 Ubila プロジェク トの成果 をデモン ストレー ション”、

http://www.kddi.com/corporate/news_release/2005/1122/index.html、2005/11/22 [13-kddi-ka-14] ○ 

[15]“e 農業を実現する農産物生産管理／情報公開システムの開発と実証実験の実施について”、

http://www.kddilabs.jp/press/detail_63.html、2007/5/29 [13-kddi-ka-15] ○ 

[16]“Ubila プロジェクトの成果をユビキタスネットワークシンポジウム(UNS2007)で公開～ 状況に応

じたあなただけの適切なサービスを提供する知的・高機能なネットワーク・サービスを実現します～”、

http://www.kddilabs.jp/press/detail_80.html、2007/11/21 [13-kddi-ka-16] ○ 

 

１４ ホームページによる情報提供 

[1] http://www.ubila.org/ 
Ubila プロジェクト紹介、研究開発内容紹介、論文・特許一覧、ビデオ配信など  

[2] http://www.ubiquitous-forum.jp/documents/ubila_architecture.pdf 
Ubila プロジェクトにおける全体アーキテクチャ検討報告 

 



 

 
 

研究開発による成果数 

 

 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年 
査読付き誌上発表数 0 件（0 件）  5 件（1 件）  16 件（5 件）  9 件（3 件）

その他の誌上発表数 0 件（0 件） 3 件（2 件） 0 件（0 件） 2 件（0 件）

口 頭 発 表 数 81 件（17 件） 159 件（53 件） 155 件（63 件） 125 件（47 件）

特 許 出 願 数 15 件（0 件）  26 件（7 件）  25 件（5 件）  20 件（8 件）

特 許 取 得 数 0 件（0 件） 0 件（0 件） 0 件（0 件） 0 件（0 件）

国 際 標 準 提 案 数 0 件（0 件）  8 件（8 件）  0 件（0 件）  4 件（4 件）

国 際 標 準 獲 得 数 0 件（0 件）  0 件（0 件）  0 件（0 件）  0 件（0 件）

受 賞 数 0 件（0 件） 5 件（0 件） 3 件（0 件） 6 件（2 件）

報 道 発 表 数 0 件（0 件） 2 件（0 件） 10 件（0 件） 15 件（0 件）

 
 

 

 平成 19 年度 合計 （参考） 
提案時目標数 

査読付き誌上発表数 12 件（6 件）  42 件（15 件）  --件（--件） 
その他の誌上発表数 1 件（0 件） 6 件（2 件） --件（--件） 
口 頭 発 表 数 121 件（59 件） 641 件（239 件） 137 件（--件） 
特 許 出 願 数 22 件（1 件）  108 件（21 件）  82 件（--件） 
特 許 取 得 数 1 件（0 件） 1 件（0 件） 36 件（--件） 
国 際 標 準 提 案 数 5 件（5 件）  17 件（17 件）  --件（--件） 
国 際 標 準 獲 得 数 0 件（0 件）  0 件（0 件）  --件（--件） 
受 賞 数 5 件（1 件） 19 件（3 件） --件（--件） 
報 道 発 表 数 22 件（0 件） 49 件（0 件） 26 件（--件） 

注１： （括弧）内は、海外分を再掲。 
注２： 「査読付き誌上発表数」には、論文誌や学会誌等、査読のある出版物に掲載された論文等を計

上する。学会の大会や研究会、国際会議等の講演資料集、アブストラクト集、ダイジェスト集

等、口頭発表のための資料集に掲載された論文等は、下記「口頭発表数」に分類する。 
注３： 「その他の誌上発表数」には、専門誌、業界誌、機関誌等、査読のない出版物に掲載された記

事等を計上する。 
提案時目標数」欄中の「--」は提案時に目標として設定していないことを表す。 注４： 「（参考） 
 

注５： 査読付き誌上発表数には投稿中 1 件(2008 年 4 月現在)を含む。 
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